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午前９時２７分開会 

○委員長（浅田  徹） 皆さん、おはようございま

す。 

 もう少し時間ございますけども、おそろいですの

で、ただいまから建設経済委員会を始めさせていた

だきたいと思います。 

 兵庫県も緊急事態宣言の７県の中に入りました。

１週間ほど前に、その宣言がされ、早々、夜９時に

ですけども、市も対策本部が設置をされました。特

に子供たちの影響、５月６日までは県下一斉にとい

うふうなことで休校、さらには、それ以後、特に観

光業、それから商業、製造業含めて、大きな今じわ

りじわりというそういう影響が出ております。今後

また新年度に入りまして、建設業等、私たち建設経

済委員会、どの職種に大きな影響が出てくるのかな

と、非常に心配もされております。 

 そういう中で、特に新年度施策、きょうは人事異

動等もありまして、それぞれの今年度の対応、対策

を含めて、それぞれ説明をいただく。一致協力して

この苦難を乗り切っていく、そんな気持ちでおりま

すので、当局の皆さん、委員の皆さん、ひとつよろ

しくお願いしまして、挨拶にさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の委員会ですけども、このように

３密を避けるというふうなことの中で、密集を軽減

するというふうな形で、２部に分かれてというよう

なことで開催をしております。ご了承よろしくお願

いしたいと思います。 

 それでは、早速ですけども、自己紹介のほうにも

う入っていきたいと思います。 

 今回は、先ほど冒頭申し上げましたように、人事

異動もございました。また、今年度当初の委員会と

いうことでもございますので、それぞれ４月の人事

異動で、この建設経済委員会当局職員に異動があり

ました。たくさんあったというふうに思っておりま

す。それを受けての自己紹介をしていただきたいと

思います。 

 まず、委員のほうから紹介をしたいと思います。 

 委員長を務めております浅田でございます。よろ

しくお願いします。 

○委員（芦田 竹彦） 副委員長の芦田竹彦でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員（松井 正志） とよおか市民クラブの松井正

志です。どうぞよろしくお願いします。 

○委員（椿野 仁司） 椿野です。 

○委員（村岡 峰男） 村岡です。よろしくどうぞお

願いします。 

○委員（土生田仁志） 新風とよおか、土生田です。

よろしくお願いします。 

○委員（上田 倫久） 上田倫久です。よろしくお願

いします。 

○委員（青山 憲司） 青山です。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（浅田  徹） よろしくお願いをしたいと

思います。 

 それでは、次に、職員の当局の皆さん、環境経済

部のほうから名簿の記載の順で、それぞれ紹介をお

願いいたします。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 環境経済部、坂本で

す。よろしくお願いします。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 環境経済部参事の

小林でございます。よろしくお願いします。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 失礼します。４月の

異動で但東振興局から環境経済課にお世話になる

ことになりました午菴晴喜といいます。全然まだつ

いていけておりませんが、よろしくお願いいたしま

す。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 大交流課長の谷口でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

○大交流課参事（藤原 孝行） おはようございます。

大交流課参事、藤原と申します。アートセンターの

ほうを担当しております。よろしくお願いします。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） おはようござ

います。４月の人事異動で農林水産課参事からコウ

ノトリ共生部のほうへ任命となりました。当委員会

は昨年までもお世話になっておりましたけど、また

少し違った立場で大変お世話になることと思いま

すので、ひとつお手やわらかにお願いいたします。
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コウノトリ共生部、川端です。お願いします。 

○農林水産課長（柳沢 和男） おはようございます。

農林水産課長の柳沢でございます。４月の異動で環

境経済課のほうから移ってまいりました。委員会は

変わらずということでございますので、また引き続

きどうぞよろしくお願いいたします。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 失礼します。私も

この春の人事異動で建設課から農林水産課の参事

に異動いたしました。井垣と申します。引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） コウノトリ共

生課長の宮下といいます。引き続きどうぞよろしく

お願いいたします。 

○地籍調査課長（西谷  英） 地籍調査課長の西谷

です。引き続きよろしくお願いします。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 都市整備部の澤田で

す。都市整備課と住宅建築課のほうを担当しますの

で、引き続きよろしくお願いいたします。 

○都市整備部参事（河本 行正） おはようございま

す。都市整備部参事の河本です。建築課長兼務とい

うのが取れまして、建設課というのが用地もこのた

びに一緒になりましたので、建設のほうを担当させ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○建設課長（冨森 靖彦） ４月の人事異動によりま

して都市整備課から建設課長ということでお世話

になることになりました。委員会は引き続きですが、

よろしくお願いいたします。 

○都市整備課長（石田 敦史） おはようございます。

都市整備課長の石田でございます。昨年までは農林

水産課でおりましたが、この４月の異動で都市整備

部のほうに移りました。引き続き委員会は同じです

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○建築住宅課長（山本 正明） 建築住宅課長の山本

です。２年目になります。お世話になります。よろ

しくお願いします。 

○都市整備課参事（北村 省二） おはようございま

す。４月の人事異動で都市整備課の参事になりまし

た北村です。よろしくお願いします。 

○委員長（浅田  徹） ありがとうございました。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 済みません。議会事務

局の小林です。建設経済委員会のほうを担当します。

どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（浅田  徹） よろしくお願いします。 

 それでは、当面の間、このメンバーで委員会審査

に対応していただくことになります。よろしくお願

いしたいと思います。ありがとうございます。 

 それでは、また後半入れかわりましたら、後半、

当局のメンバーの皆さんにもまた自己紹介してい

ただきたいと思いますので、委員の皆さん、よろし

くお願いしたいと思います。 

 それでは、１番、委員会所管事項の事務概要に入

りたいと思います。 

 まず、前半に、環境経済部、コウノトリ共生部及

び都市整備部から一括して説明をいただき、その後、

質疑を行い、後半に各振興局、上下水道部及び農業

委員会事務局という形で進めていきたいと思いま

す。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご

協力をよろしくお願いしたいと思います。また、委

員会での発言は委員長の指名の後、マイクを使用し

て発言者の名を名乗ってから行っていただきます

ようによろしくお願いをしたいと思います。 

 それでは、先ほどのご挨拶、紹介いただきました

順に、環境経済部から説明をよろしくお願いしたい

と思います。 

 環境経済課、午菴課長、お願いいたします。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） それでは、１ページ

をお開きください。環境経済課の事務概要は４項目

となっております。ごらんいただいた１ページから

４ページまで説明をさせていただきます。 

 まず１ページでございますが、経済政策の推進に

ついてです。なお、資料のほうには現況と課題、基

本方針、概要等書いておりますけども、現況と課題

並びに基本方針については、おおむねまとめた説明

をさせていただければと思います。よろしくお願い

をいたします。 
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 それでは、改めまして、経済政策の推進について

でございます。 

 社会の変化が速く大きい中、この変化に対応して

いくため、新商品や新技術の開発に加え、販路の拡

大などの対応が求められているところでございま

す。特に市内には中小企業が多く、これらの対応を

しっかりと行っていくには、活発な経済活動が行え

る環境を整える必要があります。その一方で、新型

コロナウイルス感染症の拡大に伴い、市内企業にお

いても経営悪化が進んでいるため、これら企業を守

るための取り組みを進める必要があります。 

 概要といたしましては、まず、経済を市内循環さ

せることを意識しながら、内発型産業育成の推進と

して、市内産業育成に関する支援策について検討す

るとともに、実施していきたいと考えております。

具体的には、１の内発型産業育成の推進の（２）、

（３）でございます。成長を目指す企業や業を起こ

す起業に取り組む若者や女性を対象とした相談業

務を実施すること、市の支援補助金などの効果的な

運用を行っていくことなどを上げています。あわせ

て、（５）、産業連関表等により、市内経済状況の

把握、分析を行ってまいります。さらに、大きな２

でございます。新型コロナウイルス感染症に係る企

業支援といたしまして、年利０．７％とする融資枠

の新設及びこの融資を利用した方に３年間全額利

子補給するなどの支援を行います。また、商工会議

所や商工会に業務委託を行う形で、国の雇用調整助

成金、申請を進めるための支援を行っていきます。 

 続きまして、２ページをごらんください。商工振

興の推進についてです。 

 消費需要の減少、経営者の高齢化や後継者不足に

よる廃業等、商業を取り巻く環境は厳しいものがご

ざいます。このため、市街地の拠点施設等の活用、

空き店舗対策の継続について進める必要があり、ま

た、かばん製造業においては、人材確保、育成、産

地としてのレベルアップといった課題などがあり

ます。 

 概要としましては、引き続きこれらの課題への対

応を行うこととして、１から５までの事業を掲げて

おります。３の豊岡財布生産能力育成事業につきま

しては、豊岡まちづくり株式会社が豊岡財布の技術

を取得するため、スクールを開校するに当たり、立

ち上がりの２年間を支援をしようとするものでご

ざいます。また、５のふるさと納税に関しましては、

４月より新たに「ふるなび」の新規導入を行うなど、

取扱額の増を目指した取り組みを進めてまいりま

す。 

 続きまして、３ページでございます。企業支援の

推進でございます。 

 企業立地のための用地の確保が課題としてあり、

引き続き北近畿豊岡自動車に関連して県が整備し

ている県道但馬空港線沿いに産業用地の整備を進

めることとして、関係機関と調整を行っていきます。

また、製造業、いわゆるものづくり企業の成長と競

争力向上のため、技術開発や販路拡大等による生産

出荷額の拡大や雇用の創出に向けた支援を引き続

き行います。 

 概要といたしましては、１、企業立地の（２）と

して、豊岡のつながりがある方から紹介いただく方

法により、ＩＴ企業の誘致を地方創生の観点からも

行い、若者や女性が働きたい仕事の紹介などをいた

だきながら、新しく仕事の創出を目指してまいりま

す。（４）の産業用地整備の推進につきましては、

まず、上下水道工事と調整池の工事を進めてまいり

ます。そのほかの支援としまして、市のものづくり

支援センターによる技術相談の実施と県のものづ

くり支援センター但馬との連携強化、豊岡市工業会

への支援は継続してまいります。 

 続きまして、４ページをごらんください。移住定

住の推進についてです。 

 人口減少が進む中、何とか少しでもこの現像を緩

和するため、定住促進の各事業を進めているところ

でございます。課題も多いですが、特に仕事、住ま

い、暮らしなど、幅広い情報を発信し、ワンストッ

プ窓口を置き、総合的な相談に乗りながら、市民と

協働した取り組みを進めております。今後も市内企

業と就職のマッチングによるＵ・Ｉターンの促進や

地域おこし協力隊など、さまざまな人材とともに地
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域の元気力を高めていきたいと考えています。 

 概要といたしましては、引き続き各種情報発信に

よる市の認知や興味の拡大、その次には、豊岡への

訪問の実現、さらには、総合的な相談を移住支援に

よる定住へとつなげるという流れで、一人でも多く

移住につながるよう進めてまいります。大きな２番

の移住定住の相談、支援につきましては、昨年１０

月に開設した民間の移住相談窓口、「暮らしのパー

ラー」の本格的稼働なども進めてまいりたいと考え

ております。また、３の高校生の活動支援につきま

しては、市内高校との連携により、演劇的手法を活

用したコミュニケーション教育や音楽や映像のプ

ロとの交流などを通じ、より豊岡が好きな高校生を

ふやすための事業を新たに行うほか、地域おこし協

力隊の推進など、継続して実施してまいります。 

 環境経済部からは以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） 大交流課、谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） お手元の資料５ページ

をお開きください。まず、情報戦略の推進としてい

ます。 

 国内外、特に首都圏での情報発信を戦略的に進め、

豊岡の認知度を上げるとともに、既存の豊岡ファン

とのつながりを強め、豊岡の取り組みへの共感の輪

を広げていくようなことを基本方針いたしており

ます。 

 主な事業につきましては、１番の豊岡ファンミー

ティングの開催といたしております。昨年度まで、

１１回連続で東京におきまして豊岡エキシビショ

ンというのを開催しておりましたけれども、一定の

役割を終えたということで、今年度からは豊岡にお

きましてファンミーティングを開催をしたいとい

うふうに考えてございます。大きな２番のメディア

招聘の実施ということでございます。発信力のある

メディア取材を招致し、取材を支援することにより

まして、雑誌等メディアへの掲載の数をふやす取り

組みを継続してまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

 次の６ページをお開きいただけますでしょうか。

国内誘客の推進としています。記載の現状認識であ

りましたり、課題認識につきましては、昨今の新型

コロナウイルスの感染拡大以前の記載でございま

して、現在状況は一変しておりますけれども、その

辺をお含みおきいただけたらというふうに考えて

ございます。 

 基本方針につきましては、２０１８年度に取りま

とめました大交流ビジョンに記載をしているもの

をそのまま記載をしています。豊岡にしかない価値

を磨くということ、それから、関西市場依存から脱

却をして、新市場を開拓するということ、それから、

閑散期の需要を喚起をして、年間を通じた安定的な

雇用を創出するということ、それから、人材を確保

すること、それから、地産地消を進めていくという

ことを基本方針としております。 

 主な事業につきましては、１番は、合併前の各市

町ごとにあります各観光協会の支援の事業、それか

ら、３つ目は、閑散期団体誘客拡大事業といたしま

して、需要が低迷します４月から７月、それから９

月から１１月の主に団体客を中心とした誘客を促

進を図ることを継続してまいりたいというふうに

考えてございます。大きな６番は、玄武洞公園整備

事業でございますけれども、昨年度、基本設計、今

年度、実施設計をさせていただき、２０２１年に工

事、それから、２０２２年度の初めに、有料化を前

提としたリニューアルオープンを計画してござい

ます。 

 次に、７ページでございます。海外戦略の推進で

ございます。 

 日本人による国内旅行は将来的に減少化が見込

まれることから、欧米豪の個人手配の旅行者をメー

ンターゲットに城崎を核として誘客を進めていく

方針で取り組んでございます。 

 大きな事業でございます、主な事業でございます

けども、１番の（１）ウエブ上でのマーケティング

活動ということで、市が開設をし、豊岡観光イノベ

ーションに運営を委託しております「Ｖｉｓｉｔ 

Ｋｉｎｏｓａｋｉ」でのウエブマーケティングを引

き続き強化してまいります。２つ目は、海外プロモ

ーションの推進ということで、（１）でございます
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けども、ターゲット市場への情報発信拠点の設置と

いうことがございます。これまでからアメリカ、フ

ランス、それからオーストラリアで情報発信拠点を

設置をし、代行業をお願いしておりましたけども、

今年度は新たに台湾に情報発信拠点を設置したい

というふうに考えてございます。（４）番、インバ

ウンド地域連携事業ということで、お隣の海の京都

ＤＭＯ、それから、去年、連携協定を結びましたせ

とうちＤＭＯなどと連携し、広域的なプロモーショ

ンを実施をしたいというふうに考えてございます。 

 次に、９ページでございます。専門職大学の設置

事業です。 

 兵庫県におきましては、来年、２０２１年４月の

開学に向けまして、設置認可申請中であり、順調に

いけば、今年度８月に設置認可される見込みとなっ

ております。このため、県と一体となりまして取り

組みを進めていくように考えてございます。 

 主な事業につきましては、１番、専門職大学設置

に向けた兵庫県との連携ということで、普及啓発広

報事業でありますとか、アドバイザー支援を行い、

兵庫県との連携を取り組みを進めてまいります。そ

れから、２番につきましては、高校生に向けたプレ

カレッジや公開講座を兵庫県とともに共催をして

まいりたいというふうに考えてございます。３つ目

は、専門職大学との地域連携構築に向けた検討とい

うことで、大学開学後、地域連携について兵庫県や

但馬３市２町と検討を進めてまいりたいというふ

うに考えてございます。 

 次に、１０ページでございます。アーティスト等

の移住定住の推進ということで、アーティスト、ク

リエーターの移住とまちづくりへの関与を推進を

していくことを基本方針にしてございます。 

 主な事業としましては、劇団青年団との連携とい

うことで、江原河畔劇場の活動本格化に伴う劇団青

年団との連携を進めるというようなこと、２つ目と

いたしまして、青年団の団員の移住を支援というこ

とを引き続き取り組んでまいりたいというふうに

考えてございます。 

 最後に、１１ページでございます。豊岡演劇祭の

開催支援ということで、市では、単に演劇が盛んな

まちではなく、まちのさまざまな場面に演劇が浸透

しているような深さを持った演劇のまちづくりを

進めておりますけれども、その象徴的な事業といた

しまして、豊岡演劇祭実行委員会を開催を支援した

いというふうに考えてございます。また、演劇祭を

まちづくりの課題解決に向けたトライアルの場と

位置づけまして、演劇祭を通じた持続可能なまちづ

くりを進めてまいりたいというふうに考えてござ

います。 

 主な事業内容につきましては、実行委員会、構成

員としての実行委員会総会の開催ということ、それ

から、９月に第１回の豊岡演劇祭を開催するに当た

り、その準備を進めているところでございます。以

上でございます。 

○委員長（浅田  徹） 藤原参事、お願いします。 

○大交流課参事（藤原 孝行） 引き続き、１２ペー

ジになります。城崎国際アートセンターの運営とし

て掲げております。特に大きく変わったところはご

ざいません。引き続き本市の芸術文化における地方

創生の拠点施設としての事業を展開していくとい

うことでございます。 

 １点だけ、概要の１のところの「また」以下のと

ころですが、国際文化交流促進事業、文化庁の助成

事業で、これ、当初予算でもご説明申し上げたとお

りでございます。海外の同じようなレジデンス施設

との交流を文化庁の助成１０分の１０で開催、今年

度取り組むという内容でございます。以上です。 

○委員長（浅田  徹） それでは、コウノトリ共生

部の説明をお願いします。 

○委員（椿野 仁司） ちょっと委員長、ここで切っ

てもらわれへんかな。 

○委員長（浅田  徹） そうですか。 

○委員（椿野 仁司） うん、できたら。 

○委員長（浅田  徹） そうですか。 

○委員（椿野 仁司） ちょっとコロナの関係が、や

っぱりここメーンだから、切ってもらいたいです、

できたら。済みませんが、できればお願いします。 

○委員長（浅田  徹） じゃあ、委員のほうからの
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申し出もございましたので、それでは、ここで、今

のそれぞれ環境経済部の説明に対しての質疑とい

うことで、切りかえて行いたいと思います。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○委員長（浅田  徹） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） 済みません、委員長。 

 まず、このコロナについては、皆さん、同様の危

機感を持っているということはもう間違いのない

ことですし、終息というのは、非常にこれ、かなり

時間がかかってしまうのかなというふうに思って

ます。たまたま豊岡には、きのうデマは出てました

けども、豊岡で出たというのがね。今当初の、表現

は悪いんだけど、もっともらしい事業、こんなこと

やりますよ、こんなふうにやっていきますよという

ことを言っとるんだけども、これ、できんことがよ

うけある、もう既に。これって、これをとりあえず

やめて、コロナ対策に、はっきり言うと全面的にこ

れにやっていくのか、それから、予算も流用してい

くということを今やろうとしているのか、してない

のか。対策本部は部長だけ、これ、出てるのは。僕

はこれはもうただごとではない、豊岡市においては。

もう豊岡市の経済は物すごい大打撃を受けます。豊

岡市だけじゃないけどね。ちなみに、城崎、調べて

るけど、全くお客さんありません。下手すると、も

う連休もない。ということは、もうほとんどの旅館

がもうこのままいくと、５月の連休が終わる５月６

日まではもうみんな休館にしようというところま

で今話が進んでます。それは、健康上の理由がある

と、一つは。従業員、家族、全ての人の健康上の理

由がある。それから、お客さん、大阪、京都とか、

神戸のほうからもう来ていただいてというのも非

常に怖いということがあります。 

 いろんなことがあるけれど、これって、でも、本

当、考えてもらわなきゃいけないのは、こうやって

あるんだけど、インバウンドなんて到底考えられな

いね、これ。来ないよ、絶対に。市長は、やっぱり

反転攻勢に出るということを今言っている、それも

大事なことです。我々もそういったアイデアを今一

生懸命出して、きのうもそういう会議しました、城

崎で。例えば出石でも神鍋でもいろいろといろんな

ことを考えておられると思う。それはそれで大事な

ことですけど、この今市がやろうとしていること、

全くできないことがあるでしょう。これ、どうする

んですか。どうするか、その辺の基本的な考え方を

教えてほしい。でも、これは粛々と片方でやってい

くんだ。いや、それでインバウンドだって、反転攻

勢に出るときには、日本だけ早く終息しても、世界

は終息しないですよ、こんなもの、はっきり言って。

こうなってきたときに、こういうものをどうやって

維持していくの。維持することだって、到底もう私

からすればもったいない話で、それ、ほかに回して

あげていいような金だ。予算流用のことも含めて、

こういう本当に今まで考えられないようなことだ

から、もう僕は本当に大英断でやるべきだと思うん

だけど、その辺の基本的な考え方、今それは市長に

問うべきことかもわかんないだけども、部長も含め

て、担当者も含めて、どういうふうに今これを考え

ているのか、いや、まだそんなことまで考えてませ

んと言うのか、いやいや、もうこういうふうにある

べきだというふうに思っているのか、その辺をちょ

っと、基本的なところをまず聞かせて。委員長、お

願いします。 

○委員長（浅田  徹） そしたら、今質問、特にこ

のコロナ関係、一番大打撃というか、影響を受けて

いる、特にインバウンドについては、こちらが反転

攻勢、なかなか世界からはやっぱり、また、逆に言

えば、終息してないのに来てもらっても困るという

ジレンマもあるわけですけども、その辺の今、まだ

公表できない、いろいろとあると思いますけども、

今の思いといいますか、そういうのをお尋ねになっ

てますので、部長のほうから。部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） まず、事務概要につ

いては、当初予算に計上させていただいたことをま

ずは説明させていただくという、きょうはそういう

機会だったというふうに思います。実際にもう行事

関係ではできないという判断をしたものもかなり

出てきてますし、それから、先にやらなきゃいけな

いコロナ対策という事務も実際発生してきたりし
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ているという状況がありますので、ここは臨機応変

にやっていかないといけないというふうに思って

ます。追加で必要になってくることについては、今

のところは補正を一生懸命考えて、できる手だてを

打っていこうとしてますけれども、議員ご指摘あっ

たとおり、できなかったことをこれから違うことに

使っていくというふうなことも恐らく考えていく

必要はあるんだろうなと思っているところです。と

にかく今目の前のことを、できることを一生懸命考

えているという段階でして、またこれを議会のほう

にもご相談をさせていただくことになると思いま

すけれども、今はそのような状況だと思ってます。 

○委員長（浅田  徹） 小林部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 観光関係でござい

ますが、先ほど議員のほうからありましたように、

インバウンドについては、今のところ後回しという

ことで、執行のほうは最低限の執行で行っておりま

す。ただ、一方で、情報を見に来られる方は余り減

ってないということなので、情報についてはコンス

タントに出す必要があるということなので、一定の

経費についてはこれからも必要なのかなというふ

うに考えております。今後、終息の時期にもよりま

すが、使わなかった予算については、おっしゃると

おり、組みかえるなり、もしくは予算をお返しする

ということになる予定にしております。 

 また、コロナ対策の追加の予算でございますが、

先日、観光協会の会長さんたちともお話しさせてい

ただいて、まだまだ前回の補正では足らないという

ことなので、近々提案させていただけたらというこ

とで、場合によったら、臨時議会なのか、６月補正

なのか、どっちに間に合うかによりますが、という

形でまたご相談させていただく機会があろうかと

思いますので、その際にはよろしくお願いします。 

○委員長（浅田  徹） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 小林部参事、お返しするとい

うのはどこにお返しするん。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 財政というか。 

○委員（椿野 仁司） それは僕は違うと思うわ。あ

なたたちが持ってる予算は、あなたたちがこの経済

対策、コロナ対策に使うべきであって、私は例えば

それを今の地域経済が今疲弊して困っているとき

に、そのお金はそういうふうなものに使うというふ

うに、逆に言えば、僕はそう言うべきであって、使

わない分は返すからって、ご自由にどうぞって、私

らは知りませんよじゃなくて、あなたたちが一番大

切なところだと私は思っとるんだけど、環境経済部

というところが。 

○委員長（浅田  徹） 小林部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） そのとおりなんで

すが、予算については、その使い道も含めて、議会

のほうで承認いただいてますので、使わないものは

使わない、新たにするものは新たにするものでまた

別に相談させていただくということになりますの

で、勝手にこれを流用してというときには、またそ

のときには相談が必要だと思ってます。 

○委員長（浅田  徹） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） ごめんな、言いたいことはよ

くわかるんだけど、僕たちとすれば、やっぱり即効

性のある、現場に近い、一番よくわかってる市役所

の担当者がそういうことに対してすぐ応えられる

ように。議会は基本的に筋が通っとったら大丈夫で

すよ、そんなことは。こんな今、非常時なんだもん。

そんなものに使うべきじゃないといっていうよう

なことは多少腹であったって、そんなことは言えな

い。私はそう思ってます。だけど、今言うところの、

本当に例えば今、誰だったかな、午菴課長か、今の

金融関係も言ってくれたんだけど、現実は違うんで

すよ。借りに行って、貸してもらえんというやつも

ようけおるんだって。枠がそんだけあったって、据

置期間が５年なんていって国言っとるけど、日本政

策金融公庫行ったらそんなに貸してもらえない。そ

れは自分のところの今までの借金の額だとか、規模

だとか、いろんな条件があるから、もう本当に困っ

てるんですよ、みんな。これでみんながやめるとか、

もうこの際、もう仕事をもう廃業してしまうとか、

倒産するとかといったときに、豊岡市の経済、物す

ごい大きなダメージになるよ。だから、何が言いた

いかというと、こうなってます、こうなってます、
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こうなってますというだけじゃなくって、豊岡市と

しては、今言った事業もこんないろんな膨らんでた

くさんボリュームあるけれども、もっと市民の目線

の立場で、市民にわかりやすくしてやらないと、私

たちに来る書類なんて、もういっぱいあって、あな

たたちのとこ、たくさんあると思うよ、はっきり言

うと。それに一つずつ説明されてもわからない、正

直なところ。だから、もう少しわかりやすい、何か

システムに変えてほしいということで、私も提案し

てます。提案してますけども、ちょっとそういうこ

との組みかえをうまいことやって、何とか窓口をや

っぱり広げていって、いろんな、本当に底辺、最初

の窓口からわからないところもいれば、もっと高度

なことがわからない人もいるけれども、でも、現実

は大変ですよね。ハローワーク行ってももうパニく

ってますよ。保健所行ったってパニくってるよ。政

策金融公庫行ったってもう大変ですよ、これ。もう

本当今。だから、どこに行ってどういうふうに助け

てもらいたいかというとこら辺がみんな本当に今

困ってると思う。もっともっとこれが困ると思う、

正直なところ。だから、そういうときに市役所の今

のあり方、ありようを、もう僕は法律を犯してまで

とは言わないけども、もう多少のことは、これ、一

つずつ言うと切りがないけれども、やっぱり何とか

今の大変なときを切り抜けていける体制をつくっ

てやっていただきたいなという、ちょっと希望も入

れて、後でまた質問もしますけど、とりあえず私は

この辺でちょっととりあえずやめます。ほかに何か

あれば、委員長、お願いします。 

○委員長（浅田  徹） 今のこれは……。 

○委員（椿野 仁司） いいです。 

○委員長（浅田  徹） よろしいですね。 

○委員（椿野 仁司） 後でまた言います。 

○委員長（浅田  徹） 意見しっかりまた受けとめ

て、お願いしたいなと思います。この件に限ってと

いうことでやっておりますので、ほかの委員さんか

ら、今の件、コロナ対策、観光、商業と。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 今のやりとり聞いてまして思

いましたのは、予算も当然絡んでくる話ではあるん

ですけど、これからの地域経済だとか、あるいは、

今の企業支援だとかも含めて、事業仕分け、この時

期だからこそ事業仕分けをして、これからコロナの

影響がどういうふうに出とるかということや、地域

経済の動向も見きわめながら、本当に今やらんなん

ことを事業仕分けして、できないこと、できること、

せんなんことというのを分けて、分けてするべきだ

と僕は思いますよ。だから、年度予算を組んで、当

初予算をまだ組んだところで、これから始まろうと

してるんだけども、今の状況を見てたらできないこ

とだってあると思う。だから、今せんなんこと、そ

れから、後でもええことというのを振り分けて、事

業を振り分けて、ほんで、集中的にやらんなんこと

はこれから今の企業支援だって、事務的に業務量ふ

えてくるでしょ。だから、全部やろうと思ったって

できないから、やらんなんこと、今せんなんことと

いうのをやっぱり事業を振り分けて、優先順位を決

めて、ほんで、その予算も含めてだけど、そういう

やり方をしていかないと、本当に緊急度をちゃんと

決めていかないとだめだと思う。そこの辺の方針と

いうのは今どういうふうになってるんかなという

のをちょっと聞いておきたいと思うんですけど。 

○委員長（浅田  徹） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 方針というところま

ではまだできてないのが現実ですけども、実際に国

がいろんな制度を出してきて、窓口の受け付け事務

だとかが発生してきてます。そういう中で、例えば

この係にはもうこれはとにかくやめて、まずこっち

にかかってくれというふうなことが現場で実際に

起きてきていますので、それをもう少し全体的に眺

めて、今、議員がおっしゃるようなことだと思いま

すけど、対応していかなきゃいけないというのがも

う実際起こってきているという状況です。 

○委員長（浅田  徹） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） それを早く仕分けをしてほし

い。当然国や県からいろんな業務がおりてきて、職

場というのは現場が一番煩雑になってくると思う

んで、その辺も含めて、人的な体制というのは限ら
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れているわけですから、本当にせんなんこと、それ

から、後回しでもええこと、そのあたりの事業仕分

けを早く見きわめて、全体的なね、全体的な。人だ

って、能力もあれば、体制に限界があるわけですか

ら、そのあたりを早く見きわめて、トータルとして

どこに今重点を置かんなんかということを早く整

理をして対応をしてもらいたい。これはお願いとし

て言っておきたいと思います。 

○委員長（浅田  徹） ほかに。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 椿野議員のほうから非常に厳

しく言われたんですけど、私も特に大交流の関係で

す。コロナのコの字もない説明を今するかなと。部

長は、４月の当初予算計上をそのまましたんだと言

うけども、余りにも今の置かれた現状から見て、ち

ょっとずれとるなというのが印象です。皆さんと同

じ感想を持ってますけども、一つは、安倍総理が打

ち出した１００万円、２００万円を企業にやるとい

う、これ、窓口、市になるでしょ。市の担当になり

ますね、窓口は。じゃないんですか。どういう対応

していくんかなというところだけ。 

○委員長（浅田  徹） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 今の現金給付の中小

企業２００万円、個人の方は、フリーランスも含め

て１００万円が上限というふうな給付の窓口につ

きましては、確定な情報とはなっておりませんけれ

ども、申請者を公募して、その期間に申請をいただ

くことでということで、行政がすぐ一義的に窓口に

なるということのまだ決定は聞いておりません。反

対に、３０万円の個人給付については、行政が窓口

になって進めていきますということの情報は得て

おります。 

○委員長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） その公募というのは政府が直

接公募するいうこと。 

○委員長（浅田  徹） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） そのように理解して

おります。 

○委員長（浅田  徹） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ちょっと補足をさせ

ていただきますと、これまでもこういうスキームは

あったんですけど、公募をして、例えば商連のよう

なところが受けて、商工会議所に下ろしてやる、そ

こが窓口になるみたいなやり方がこれまでの補助

メニューでもあって、これはこういうスキームをと

られるみたいです。だから、市に国からお金が入っ

てきて、市から交付するというのではなくて、そち

らのルートでやると。ただし、申請とかで難しいと

ころは、多分サポートしてあげないといけないと思

いますので、そういうところは市が持って、給付申

請とかは直接そちらに行くと、こういうやり方にな

りそうです。 

○委員長（浅田  徹） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 関連して、中小企業の支援の

関係が出たんで、この際、お聞きしますけども、今

のスキームとは別に、地方自治体が単独でやること

も可能だと思うんですわ。今の地方創生交付金を使

えば、要するに直接現金給付はできないけども、中

小企業に支援という形でとれば、国もオーケーする

という方針が出てるんで、やろうとすればできると

思うんだけども、市としては今の段階では今の国の

方針どおりでいくかどうかというあたり、もう決定

しているのかどうか。 

○委員長（浅田  徹） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 今の持続化給付金に

ついては、国が出したとおり多分やっていくという

ことになると思います。それに例えばオンして市も

何か新しいことを考えるのかというのは、それはま

た別の議論で、今いろんなことを考えて準備にかか

っているところです。 

○委員長（浅田  徹） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 一つ一つ言ったら切りがない

んだけれども、国が言ってることが市はそのままい

ろんなこと、支援も含めていくと、制度も含めてい

くと、それをメニューをいただいて粛々とやってい

くというスタイルが普通のスタイルだと私は思う

んですけど、これではもう市民は間に合わないんで

すよ。だから、ある程度、もう本当ある意味では、
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さっき言った法律を犯さない、国が何とかしてくれ

るという信念のもとにやっていかないと、もう手お

くれになる、いろんな意味で。例えば社労士なんて、

豊岡に、管内に２８人か何かいるんだけど、これ、

例えば今の雇用調整助成金のやり方でも、本当にで

きる人ってわずかですよ。だって、今までやったこ

とないんだもん、みんな。だから、我々と同じよう

に難しい仕事、ばあっと見ていって、じゃあ、どこ

から始めましょうかって。だから、来て教えてくだ

さいと言っても、ちょっと今から勉強させてもらい

ますという人が多いんです。申請がとにかく滞る、

それで、やっとできた、いつ金が入ってくるんです

か。それまで立てかえてお金払ってやらないと従業

員困っちゃうよ。でも、その立てかえるお金がない

事業所はこれから出てきますよ、どんどんどんどん。

こういう今一つの例挙げたのは、そういうことなん

ですよ。 

 だから、今、松井さんも言いなったように、今い

ろんなメニューがあって、これはこれには向かない、

これには無理かなというとこら辺は、僕は超法規的

にでもいいから、市が何とかこういうこともある、

アイデアもあるということを市長に言うて、もうや

っぱりそういうやわらかい、いわゆるやわらかくて、

ちょっと強引かもわからないけれども、もうやっち

まったって、別に国は何とか、もう交付金何とかし

てくれると僕は思うわ。これは、思うわというよう

なことで申しわけない。例えばいろいろとあります。

市ばっかり頼るばっかりじゃない、地元でも何とか

しようということで、城崎は木屋町小路の家賃を２

０％減免することにしました。これは６カ月、とり

あえず６カ月するということにしました。今ある例

えばいろんなまち会社だとか、いっぱいいろいろと

あるんだけど、みんな休業したがる、それぞれのテ

ナントは、お客さんもない。だけど、そういうとこ

ろには家賃は発生するわけですよ、ずっと。こうい

ったところへの減免のお願いやら何かもやっぱり

市のほうからできるならしてあげてほしい。個人的

な大家さんに頼むことはなかなか、じゃあ、補償は

誰がしてくれるんだということになるからね、難し

いかもわからないけど、それと、まち会社とか、い

ろいろ指定管理だとか、いろんなところについては、

やってもらう。それから、環境経済の立場で言える

んかどうかというのは別として、私、あなたたちか

ら考える、あなたたちは逆に我々寄りだと思えば、

逆に言えばそういうお願いをしてほしいんだけど、

例えば公共料金、これも、今税金とか、社会保険だ

とか、ああいうものは少しおくれてもいいですよ、

コロナって言えば待ってあげますよといって、全部

コロナと言って待ってくれるところが全部あると

は私は限らないんだけど、でも、そういうふうにし

て、やってくれようとしているとこらについても、

やっぱり環境経済の立場で中小企業を守るという

立場からいくと、できればそういうことを、同じ庁

内の中だけども、そういう立場で見ていってやって

いただきたいなと私は思うんです。その辺はどうで

すか、今いろいろと言いましたけど。 

○委員長（浅田  徹） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） まず、最初おっしゃ

ったことで、やっぱり例えば２００万円、１００万

円みたいな給付金のクラスの施策になってくると

もう市では到底できないということがあって、これ

は国が今出しているものを最大限利用していただ

けるように持っていくということが一つだと思い

ます。それと、これは以前にもご提案いただいたと

おり、すき間だとか、そういうところを埋めること

を市がすべきだというふうにおっしゃっていただ

いてて、それはそのとおりだと思って、漏れてしま

うような人をすくえないかというようなことは実

際考えていかないといけないというふうに思いま

す。それと、企業さんの立場になってみますと、結

局今入ってくるものがない、だから、どうやって埋

めるかということと、出ていくものも固定費として

いっぱいある。そこをどう抑えられるかという、こ

ういうことだと思いますので、その辺を意識して、

最後おっしゃったように、減免できるものは減免す

る、猶予するものはするみたいなことは、国もかな

りしっかり出してきてますけど、それでも市ができ

るようなすき間のところはしっかり考えていきた
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いなというふうに思っているところです。 

○委員（椿野 仁司） 切りがないんで、ごめんなさ

い。切りがないというのは、もう本当に切りがない

ほどもっともっと厄介なことはたくさん出てくる

んだろうと私は思います。望みは持ちたいと思うん

だけど、早く終息してくれるということを望みを持

ちたいと思うんだけど、それとは裏腹にもっともっ

と僕は悲惨な状況になっていくのではないのかな

と思うんですよ。だから、といくとすれば、豊岡市

は市民を助けるという立場でいくと、やっぱり超法

規的な、ある意味では思い切った、もう今全国でい

ろんなことやってるよ、もう既に、いろんなまちが。

出石なんかはもうはっきり言って休業補償もして

くれてるよ。だから、予算規模や環境だとか、取り

巻く市の全ての環境が違うから何とも言えないけ

ど、でも、もうある意味では豊岡市としても、もう

これというものを打ち出していくことではないの

かなというふうに私は思ってます。だから、例えば

具体的に一回整理してよ。谷口君とこも整理して。

これはこう・・・整理して。例えばバス事業なんて、

ことし要らないじゃない。これ、全部要らへんやん。

バスなんて来うへんもん。ことし１年かかったって、

バスは絶対動きませんよ。あんなもの補助金やるぐ

らいの予算は何かに回そうや、はっきり言って。そ

ういうものがさっき青山議員が言ったように、事業

仕分けをして、これはもう要らない、ことしは要ら

ない、だけど、これはこっちに回そうという流用の

仕方をね、青山さん。そういうことをちょっと一回

整理して、ぜひそんなようなことをやっていって、

何が今目の前でできるかというのが一番やっぱり

とにかく市民の不安を払拭すること、こんなふうに

して市が考えて、こんなふうにやってくれてるとい

うことをとにかく今事業をやっている会社や中小

零細企業がもうやめよう、もう倒産するわ、もうこ

んなんだったらやってられへんわといってやって

いる人たちを少しでも頑張っていけるような、背中

を押せる、そういう何かものを市がより早く具体的

に示していただきたい。特に環境経済部、あなたた

ち大変だけど、だけど、それはやっぱりやってほし

いと僕は思う。委員長、思いも込めて言いましたん

で、部長。 

○委員長（浅田  徹） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） しっかり伝わってま

いりましたので、しっかり考えさせていただきます。 

○委員（椿野 仁司） お願いします。 

○委員長（浅田  徹） なら、この程度にとどめて

おきたいと思います。特に委員のほうから、非常に

もう切迫した状況、今回はあくまでも新年度予算に

対する事務概要ということですけども、それにも増

して、やっぱり今の状況はどんどん悪化していると

いうことに対して、やっぱりもうそういう憤り、そ

ういう声を代弁してかなと思ってます。きっちりと、

本当に今もう即効的にやること、また、それがしっ

かり市民に伝えるような、また、わかりやすく伝わ

るような、その辺しっかりとお願いをしときたいと

思います。 

 それでは、続きまして、コウノトリ共生部の説明

に入りたいと思います。 

 農林水産課、柳沢課長、お願いします。 

○農林水産課長（柳沢 和男） それでは、１３ペー

ジから農林水産課の事務概要についてご説明をさ

せていただきます。 

 農林水産課につきましては、１３ページから２０

ページまで、７つ上げております。１３ページの有

害鳥獣対策の推進から１５ページのコウノトリ育

むお米のブランド化までを私、柳沢が説明をさせて

いただいて、１６ページから２０ページまでを井垣

参事のほうから説明をいたします。よろしくお願い

いたします。 

 では、１３ページをごらんください。有害鳥獣対

策事業の推進についてです。 

 現況と課題、基本方針ですが、野生動物による作

物被害が後を絶ちません。農業者にとって大きな問

題であり、農業者の生産意欲の減退、農地の荒廃に

つながってきているというのがございますので、継

続した対応が必要でございます。このことから、従

来から行っている獣害防護柵、捕獲柵等の設置によ

る防除対策を行うとともに、捕獲対策として、第３
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期のシカ有害被害撲滅作戦、２０２０年度から２０

２２年度でございますけれども、年間捕獲６，５０

０頭を目標に推進する予定にしております。特に流

し撃ち部隊を新設し、鹿の生息状況に応じたすき間

のない捕獲に取り組むことを方針として上げてお

ります。 

 概要についてでございますけれども、防除対策に

つきましては、防護柵の設置やその設置に対する補

助の実施、昨年から活動いただいております地域再

生協働員の配置等を継続して行ってまいりたいと

いうふうに思っております。次に、捕獲対策としま

しては、狩猟免許取得への補助を行いまして、後継

者育成を図ること、また、有害鳥獣捕獲班に駆除業

務を委託するということを継続して実施をしてい

きたいというふうに思っております。金額等は概要

に上げてあるとおりでございます。ご清覧をいただ

きたいと思います。 

 続きまして、１４ページでございます。新規就農

者の確保・育成事業の推進（豊岡農業スクール開校

事業、若手農家支援、豊岡農業体験等）及び農業ビ

ジョン実現に向けた取り組みについてでございま

す。 

 現況と課題、基本方針ですが、農林業センサスの

豊岡市のデータを２０１０年と２０１５年とを比

較しますと、総農家数が５，２３２戸から４，４５

５戸となり、７７７戸の減となっております。また、

販売農家は、２０１５年のデータでは、２，５４３

戸となり、そのうち６０歳以上が１，９６０戸と７

７％を占めるような状態でございます。農家数の減

少と高齢化が顕著にあらわれているというふうな

ことでございます。このままでは農業を支える人材

が不足するということは明らかでございますので、

新規就農者をふやすこと等をやっていきたいとい

うことで、特に若者や市外からの移住者を対象に就

農を進める方針を出しております。技術を学ぶ農業

スクールの実施、そして、農業を始める際の初期投

資費用等の支援を行うということを基本方針とし

て上げております。 

 概要についてでございますけれども、地方創生交

付金を受けて、本年度も農業スクールを継続実施を

いたします。本年度入校生２名、そして、在校生が

３名ということで、５名の研修生が学ぶということ

になります。農業振興費では、就農に係る支援とし

て、農業用機械の購入費等の補助を継続いたします。

また、昨年度末に策定をいたしました豊岡市農業ビ

ジョンは、豊岡の農業のこれからの１０年間の方向

性を描いたビジョンでございます。このビジョンの

中にも新規就農は重要なポイントとして位置づけ

ているところでございます。なお、本ビジョンの概

要説明につきましては、本日、報告事項として別に

説明をさせていただくこととしておりますので、ご

了解をお願いいたします。 

 続きまして、１５ページでございます。コウノト

リ育むお米のブランド化（国内外の販売促進）につ

いてです。 

 現況と課題、基本方針ですが、コウノトリ育む農

法による栽培面積が２０１９年度４２８ヘクター

ルに広がりました。一般米の約１．２から１．５倍

の価格で買い取られて、生産者所得の向上につなが

っているということがございます。このことは、消

費者は高くてもコウノトリ育むお米に価値を見出

し、購入をいただいているということでございます

けれども、さらにブランド力を高め、消費拡大を進

めていくことが必要だというふうに考えておりま

す。持続可能な強い豊岡農業を確立するため、コウ

ノトリ育む農法による栽培面積の拡大と育むお米

の消費拡大をさらに進めていく方針でございます。 

 概要についてでございますけれども、国内の取り

組みとしましては、既存取扱店との連携を継続して

いくことを基本としております。海外の取り組みに

つきましては、アメリカ、オーストラリア、香港の

３カ国を中心に今年度は計画をしております。なお、

先ほどから出てますような新型コロナウイルスの

影響がございますので、海外での販促活動等は特に

先行きが見通せないという状況がございますので、

今後の状況を見きわめていきたいというふうに思

っているところでございます。 

 私からは以上でございます。 
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○委員長（浅田  徹） 井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） １６ページをごら

んください。農業用施設管理及び基盤整備促進事業

です。 

 こちら、継続事業となっておりまして、現況と課

題、基本方針については、変更はございません。 

 概要をごらんください。７つの事業を上げさせて

いただいております。まずは、県営事業からでござ

いますが、１、下鶴井地区圃場整備事業です。全体

の事業内容といたしましては、区画整理を１８．２

ヘクタールとしてございます。そのうち、２０２０

年度につきましては、区画整理を０，５ヘクタール、

暗渠排水一式、さらには換地業務までを実施させて

いただきまして、今年度に事業を終えたいというふ

うに考えております。２、北但地区農道橋耐震化及

び長寿命化事業です。こちらも継続事業となってお

りまして、耐震化事業、２０２０年度の事業内容に

つきましては、橋脚の補強ということで新田橋の１

橋を予定しております。さらには落橋防止というこ

とで、蓼川大橋と鉢山橋を終えさせていただく予定

にしております。続きまして、長寿命化事業です。

蓼川大橋の鋼材部の塗装や支承の防食対策工を実

施いたします。３、蓼川井堰補修事業です。こちら、

２０２０年度の事業内容といたしまして、右岸の護

岸工、Ｌイコール２８メートルと右岸上流部の護床

工３００平方メートルを予定しておるところです。

１７ページをごらんください。４、蓼川地区用水路

改修事業というふうなことで、２０２０年度の内容

といたしましては、新川用水路の長寿命化というふ

うなことで、３４２メートル、表面被覆工を実施い

たします。次からは市の実施いたします事業になり

ます。５、基幹農道トンネルのＬＥＤ化事業です。

２０２０年度の内容といたしましては、神美トンネ

ルの詳細設計に取りかかってまいります。６、ふる

さと農道のり面安全対策事業、こちら、日高町赤崎

地内でございます。こちらも２０２０年度の内容と

いたしまして、詳細設計を一式終えたいというふう

に考えております。最後です。７、内町地区圃場整

備事業というふうなことで、こちらも今年度の内容

は、基本設計を一式というふうなことで、国の事業

認可を得たいなというふうに考えておるところで

す。 

 続きまして、１８ページをごらんください。多面

的機能支払交付金事業です。 

 こちらも、長くの継続事業となっておりまして、

現況と課題、基本方針については、変更はございま

せん。 

 概要をごらんください。１、共同活動への支援と

いうふうなことで、対象となります地域における共

同の取り組みにより保全される農地や農業用用水

路等の資源を守っていくというふうなことです。単

価については、ごらんいただいたとおりというふう

なことになっておりまして、本年度につきましては、

１１７組織さんに１億３，６３６万２，０００円を

交付する予定としております。２、施設の長寿命化

への支援というふうなことで、こちらも対象が農業

用の水路や農道、ため池等の補修、更新等というふ

うなことで、農業用施設全般の長寿命化のための取

り組みとなっております。単価についても同様、ご

らんのとおりでございます。今年度につきましては、

８５の組織の皆さんに１億６７４万８，０００円を

交付する予定としております。３の事務費のほうは、

こういった額を予定しておりまして、交付決定いた

だいた分については、国から１００％の補助がいた

だけるといったところです。 

 １９ページをごらんください。林業の振興でござ

います。 

 概要をごらんください。２０２０年度については、

まず、１、市行造林事業というふうなことで、保育

について７４．２７ヘクタール、以下にあるような

８カ所を予定しておりますし、作業道の開設につい

て、こちらについては市行造林とのセットというふ

うなことになろうかと思いますが、以下にある３カ

所で４，４１０メートルを計画しておるところです。

２、森林管理１００％作戦推進事業でございます。

こちらについては、民有林の保育を目的としており

まして、以降にございます間伐１８７ヘクタール、

作業道の開設１万２，８００メートルを計画してお
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ります。３、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備事業

でございます。こちらについては、事業主体が林業

の事業体の皆さんというふうなことになりまして、

今年度については、現地踏査３０ヘクタール、広葉

樹の植栽１．３３ヘクタール、作業道の開設１，０

００メートルを計画しております。４、森林環境整

備事業というふうなことでございます。こちらにつ

いては、森林環境譲与税を主な財源とする事業でご

ざいまして、大きなところでは、豊岡市林業ビジョ

ンを策定するために検討委員会を運営していくこ

と、さらには、間伐未利用材の供給設備等の導入補

助というふうなことを計画しております。 

 ２０ページをごらんください。水産業の振興でご

ざいます。 

 豊岡市水産業振興計画、こちらは平成２９年度に

策定いたしましたが、こちらに明記しております４

つの重点方針アクションプランに基づき、地域の特

性を生かした水産業の問題解決に努めるというふ

うなことです。 

 概要欄をごらんください。水産業振興支援対策事

業というふうなことで、アクションプランの４にご

ざいます津居山港水産基盤機能更新・強化計画検討

業務を予定しておりまして、次年度以降に具体的な

実施をしてまいりたいというふうに考えておると

ころです。 

 農林水産課の事業の概要は以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） コウノトリ共生課長、宮下

課長、お願いします。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 資料は２１ペ

ージをお開きください。環境施策の総合調整につい

て、まずご説明いたします。 

 毎年環境基本計画に基づいた環境報告書を作成

しておりますが、これにつきましては、例年どおり、

成果にかかわる調査を行いまして、環境審議会委員

の皆様に客観的な評価を下していただき、報告書と

して取りまとめを行います。次に、地球温暖化対策

ですが、本市は、地球温暖化対策実行計画で、２０

３０年度までに二酸化炭素を２０１３年度比で２

８．１％削減する目標を掲げております。現在、削

減率は、２０１６年度の最新の集計で２０１３年度

比マイナス１４．１％となっておりますが、まだま

だ十分ではないことは本議会でも市長が述べたと

おりです。そういったことを踏まえまして、今後も

生活環境課や地球温暖化防止活動推進員、環境省が

認定しております地球温暖化防止コミュニケータ

ーの皆さんと連携しながら、ごみの減量、自然エネ

ルギーの活用、省エネルギー行動などを通じて二酸

化炭素の削減を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、２２ページをお開きください。コウノトリ

の野生復帰の推進です。 

 現在野外にはコウノトリが１７０羽以上生息し

ておりまして、その繁殖地は１府５県にまで広がっ

ております。また、本年は、市内で新たに複数の新

規ペアが見られるほか、他市のことではありますが、

環境づくりを進められてきた朝来市で初めての産

卵が確認されるなど、成果は拡大してきております。

この流れをとめないためにも、基本方針に示してい

る市民、関係機関との連携によるコウノトリの生息

環境整備やコウノトリを核とした地域づくりをさ

らに進めていきまして、自然再生アクションプラン

を活用した市民の実践による環境づくりの流れを

加速させるとともに、それを踏まえた効果的な情報

発信を行っていきたいと考えております。 

 具体的には、自然再生アクションプランにつきま

しては、出石町日野辺、鳥居区で進めているビオト

ープの整備やマルチトープについて理解者や協力

者をふやしていくこと、また、新たな展開を模索す

ることを目標に、地元の皆さんとワークショップを

開催し、議論を進めてまいりたいと考えております。

また、海外情報発信につきましては、昨年度に引き

続き、鳥類研究者の中でも影響力を持つＢＢＣニュ

ースのティム・エコット氏を招聘するとともに、第

６回コウノトリ未来・国際かいぎの開催などを通じ

て行いたいと考えております。なお、８月に予定さ

れていましたイギリスのＢｉｒｄＦａｉｒにつき

ましては、既に中止が決まっておりますので、参加

いたしません。また、国際会議の開催につきまして
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も、５月末をめどとして中止、または延期の判断を

してほしいと県のほうにも言われておりますので、

その時期に判断をしてまいりたいと考えておりま

す。それに引きずられるようにして、ティム・エコ

ット氏の件も判断していかなければならないのか

なというふうに考えております。最後に、ハチゴロ

ウの戸島湿地など、大規模湿地の維持管理を初めと

する生息地保全やコウノトリＫＩＤＳクラブを初

めとする次世代育成、普及啓発、ノアの方舟を初め

とする貴重種自然生態系の保全事業につきまして

は、継続的に実施していく予定としております。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（浅田  徹） 地籍調査課、西谷課長。 

○地籍調査課長（西谷  英） 資料２３ページをお

願いします。地籍調査事業の推進について説明いた

します。 

 まず、現在の実施状況ですが、土砂災害等のおそ

れがあり、災害が発生した場合、早期の復旧に活用

できる区域を含む箇所の調査を実施しております。

次に、山陰近畿自動車道関係ですが、豊岡北から竹

野間の事前調査を公表されております２キロメー

トル幅内で先行地籍事業により一部着手すること

にしております。 

 基本方針については、昨年と同様であります。 

 調査の概要についてですが、２０１９年度末の進

捗率は、昨年より０．３％増の１１．３％となり、

今年度末には０．８％増の１２．１％になる見込み

です。次に、地籍調査は、通常１区域３年をかけて

完了いたします。２、３、４は、それぞれ上から１

年目、２年目、３年目の調査項目と今年度の調査区

域数及び調査面積を記載しております。 

 説明については以上です。 

○委員長（浅田  徹） じゃあ、続きまして、都市

整備部の説明をお願いしたいと思います。 

 建設課、冨森課長、お願いします。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課からは２件ご説明

させていただきます。 

 ２４ページをごらんください。市道整備の推進で

す。 

 現況と課題、基本方針につきましては、継続事業

ですので、大きく変更はありません。ただ、１点、

現行の豊岡市道路整備計画につきましては、今年度

で計画最終年度を迎えることとなりますので、新た

に策定をする予定となっております。策定に当たり

ましては、道路事業のもう一方の軸でもあります豊

岡市橋梁長寿命化修繕計画とも財政的な調整や整

合性等を図りながら進めていくこととしています。 

 次に、概要ですが、１番から４番の事業につきま

しては、継続事業となっております。国庫補助事業

を利用いたしまして、早期完了を目指して執行をし

ていきたいというふうに考えております。５番とし

て、先ほどご説明いたしました豊岡市道路整備計画

の策定を上げさせていただいております。 

 続きまして、２５ページをごらんください。橋梁

長寿命化事業の推進です。 

 現況と課題につきましては、継続事業ですので、

変更はありません。 

 基本方針につきましては、ことし３月に改定いた

しました豊岡市橋梁長寿命化修繕計画に基づきま

して、計画的に修繕や架け替えを行っていくことと

しております。 

 概要ですが、２０２０年度の事業内容です。補修

工事につきましては、全２１橋、設計業務委託につ

きましては、全１８橋について実施する予定として

おります。 

 それと、ここで豊岡市橋梁長寿命化修繕計画につ

いて若干ご説明させていただきます。議員の皆様に

は以前に概要版を配付させていただいております

が、本日改めてお手元に配付させていただいており

ます。今回の改定につきましては、以前５６１橋で

計画しておりました橋梁長寿命化計画を市が管理

いたします全ての橋梁、全１，２４９橋におきまし

て、道路法施行規則に基づきます５年に１回の近接

目視による点検が一通り終了いたしましたことか

ら、この全１，２４９橋において、改めて計画を策

定したものです。 

 ２ページに示します管理理念につきましては、以

前から変更をしておりません。安全で信頼できる橋
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梁の確保をするために、橋梁が修繕不可能になって

から架け替えるというのではなく、計画的に予防保

全することにより長寿命化を図るとともに、維持管

理の効率化を図ることでライフサイクルコストを

抑制することとしています。 

 ３ページには具体的な進め方ということで、ＰＤ

ＣＡのサイクルを進めつつ、適宜、長寿命化計画の

見直しを行いまして、橋梁の長寿命化を図っていく

こととしております。 

 この計画の実施による効果といたしましては、４

ページに示させていただいております。単年度事業

費につきましては３億円程度に抑えることができ

まして、今後１００年間の総事業費につきましても、

トータルで約６０．８％の削減が見込まれるという

ふうにまとめております。 

 ５ページ以降につきましては、今後１０年間の補

修予定橋梁として２５３橋を上げておりますので、

よろしくご清覧ください。 

 以上で建設課の説明を終わります。 

○委員長（浅田  徹） 続きまして、都市整備課、

石田課長、お願いします。 

○都市整備課長（石田 敦史） それでは、２６ペー

ジのほうをお開きください。公園施設長寿命化計画

です。 

 現況と課題、基本方針です。市が管理いたします

公園について、特に都市公園につきましては、２０

１９年度、公園施設長寿命化計画を策定し、社会資

本整備総合交付金と公共施設等適正管理推進事業

債を活用し、補助事業、あるいは起債事業により公

園施設の更新を実施いたす予定です。 

 概要です。都市公園のうち、防災、安全対策を目

的としました社会資本整備総合交付金事業では、対

象面積が２ヘクタール以上の公園で４公園ござい

ます。遊具やフェンス等の公園施設が対象となりま

す。なお、２ヘクタール未満の公園で１３公園ござ

いますが、遊具のみの更新が対象となります。昨年

度から２０２３年度までの５カ年間を計画期間と

して、補助率は５０％です。今年度、２０２０年度

では、市内３公園の遊具を更新する予定です。また、

施設の長寿命化対策を目的といたしました公共施

設等適正管理推進事業債では、対象面積が２ヘクタ

ール未満の公園で１６公園ございます。フェンス等

の公園施設のみが対象となります。今年度から２０

２１年度の２カ年を計画期間として、起債充当率は

９０％、交付税算入率は、元利償還の３０から５

０％の範囲内です。２０２０年度は市内５つの公園

のフェンスやトイレなどの更新工事と、出石城公園

の橋梁改修設計業務を行います。 

 続いて、２７ページをごらんください。空港の利

用促進と利便性の向上です。 

 現況と課題、基本方針です。コウノトリ但馬空港

は、１９９４年の開港以来、豊岡市を初め、但馬地

域の活性化に大きく寄与しているところです。昨年

の２０１９年度の利用は、２月までの実績からしま

すと過去最高を記録した２０１８年度を上回る見

込みでありましたが、新型コロナウイルスの影響を

大きく受け、３月の単月の利用が昨年と比較し１，

９５８人減少し、結果的に年間で１，６６１人減の

４万５５９人の結果でありました。ただ、２年連続

で４万人を突破したこと、また、東京乗り継ぎ者は

前年を３２５人上回る１万４，２３３人で、過去最

高を記録したところであります。今後も引き続いて

ターゲット０７を継続して積極的に取り組むこと

としております。 

 概要です。主な取り組みについて説明いたします。

２点目の航空法施行規則の改正によりまして、２０

２６年度末までにコウノトリ但馬空港の滑走路端

安全区域を現在の南北それぞれ５０メートルであ

るものを、各１００メートルに延長する必要がある

ことや、県ではジェット機が就航できる滑走路とす

る可能性を含めたあり方検討を今年度、県が中心に

行うこととなっております。３点目といたしまして

は、特に地方創生事業として、地域活性化を促す大

交流の実現のため、東京直行便の開設に向け、東京

から但馬、豊岡への集客事業として、情報発信力が

強いＪＡＬとの協働によるスペシャルコンテンツ

でもって各種プロモーションを実施いたします。 

 続いて、２８ページをごらんください。バス交通
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の充実と利用促進です。 

 現況と課題、基本方針です。地域公共交通の基盤

であるバス交通について、今年度も継続いたしまし

て、国県と協調し、運行に係る経費の補助を行い、

主要バス路線の維持確保につなげます。路線代替交

通として運行する市営バスイナカーについても、８

路線で継続運行いたしますが、特に竹野海岸線では、

２０１７年度から進めてきました公共交通再編調

査業務の結果、地域住民がドライバーとして運転業

務を担い、竹野観光協会がドライバーの運行調整、

運行計画における運営部分を担う新交通モードと

して４月１日から業務が開始したところです。今後

はこういった地域の実情に応じた新たな交通モー

ドの検討をすることによって、バス交通の維持、推

進につなげたいというふうに考えてます。 

 概要です。まず、１点目の主要バス路線の維持と

２点目のイナカーの竹野海岸線については、先ほど

説明したとおりです。３点目は、地元地域とバス事

業者と市の３者協働で社会実験として実施してま

す神鍋高原線上限２００円バスの運行実施です。２

０１１年１０月から２０１７年９月までの社会実

験を経て、活性化運行、協働運行を継続しています

が、毎年度、評価、検証を行い、次年度の運行計画

を決定しているところです。２０２０年度も運行継

続するというふうなところでございます。５点目の

ほうに、２０１９年度から２カ年の予定でトヨタ・

モビリティ基金からの助成を受け、イナカー、竹野

海岸線における運行事業者と地元住民などと協働

し、利用者確保に向けたイベント等を実施いたしま

す。 

 最後に、２９ページのほうをごらんください。稲

葉川土地区画整理事業の推進です。 

 現況と課題、基本方針です。国土交通省では、２

０２０年度予算において円山川の築堤工事で未着

手部分であります宵田区の一部築堤工事が実施さ

れますが、市の土地区画整理事業は２０１９年度で

工事は完了いたし、今年度は最終換地処分を行い、

２００７年度の平成１９年度から始まった事業は

全て完了いたすこととなります。 

 概要です。今年度の事業としましては、先ほども

説明いたしましたが、認可手続及び換地処分を行う

予定で、一部市道の補完工事や年度末の竣工式経費

を計上しているところです。 

 説明は以上です。 

○委員長（浅田  徹） 続きまして、建築住宅課、

山本課長。いけますか。 

○建築住宅課長（山本 正明） 失礼しました。 

 建築住宅課から、３０ページ以降、４項目上げさ

せていただいております。 

 まず、３０ページごらんいただきたいと思います。

市営住宅の管理についてということでございます。 

 本年４月１日現在で、書いておりますとおり、４

１団地１９０棟、戸数にして９７５戸の管理を行っ

ております。現時点におきまして、耐用年数、これ

らの施設、２分の１経過が１５３棟ということで、

８割以上が２分の１以上の経過をしてしまってお

るというところでございまして、修繕等がどんどん

ふえていっておるという状況でございます。そして、

それとは別に、徴収の関係につきましては、近年、

徴収率９９％以上というような状況で推移をして

おるというものでございます。 

 基本的な方針のところに書いております、公営住

宅等長寿命化計画に基づきまして、適切な管理、長

寿命化を図る中で、低額所得者に対しての公営住宅

の提供ということで取り組んでおるところでござ

います。 

 概要です。内容ということになります。まず１つ

目に、市営住宅の維持管理ということで、長寿命化

計画に基づいた、（１）に書いております中山向町

の住宅外壁、エレベーターの改修工事と、こういっ

たものを取り組む予定ということ、（２）に書いて

おりますそれ以外の各住宅関係の補修工事等を今

年度も予定をしておるというものでございます。あ

と、２の住宅使用料等の滞納対策ということで、こ

れまでから必要に応じて議会等にも報告もさせて

いただいておりますけども、滞納対策、基本的には

本人さん、連帯保証人さん、そういった中で、最終

的にはここに書いております支払い督促とか即決
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和解とかいう手だても講じながら徴収に努めてい

っておるという、今年度も同様の考え方で進めてい

き、現年度１００％収納に努めていきたいと考えて

おります。あと、３に市営住宅の空き室活用対策と

書いております。長期間の空き室の有効利用という

こともございます。定住促進、俗に言うお試し居住

ですね、これらを今１５戸確保しております。それ

以外に大学の学生の入居、これに対する住居としま

しても１４戸確保して、それらの該当の方に提供さ

せていただいておると。箇所については記載のとお

りでございます。こういった展開をしております。 

 ３１ページをごらんいただきたいと思います。民

間住宅耐震化の促進についてということで、現況、

課題、基本方針ですけども、耐震性がない昭和５６

年５月３１日以前、俗に言う旧耐震という制度に基

づいた建築物、これらに対する耐震診断の実施と、

それを受けての改修工事の促進を促しておるとい

うものでございます。 

 概要に書いております簡易耐震診断の推進いう

ことで、さっき言いました５６年５月以前のもの、

無料で負担、実施をしております。２番、全体補強

型の推進ということで、記載しております（１）で

計画策定、その下、（２）で改修工事、それぞれ補

助内容については記載のとおりでございます。そし

て、３番目、一階居室等補強型いうことで、これは

市単ですけども、市単でせめて１階の居室空間だけ

でも確保してくださいという展開をしておるとい

うものでございます。そして、４番目に耐震リフォ

ーム補助の推進ということで、先ほど申しました耐

震改修等を推進するために、あわせてリフォームの

補助も実施しておるというものでございます。これ

も今年度やっていきたいと考えております。 

 続きまして、めくっていただきまして、３２ペー

ジ、老朽危険空き家対策の推進についていうことで、

現況と課題、基本方針、書いております。本年３月

末現在で特定空き家等が３戸、そして、早急な対応

が必要と思われる空き家が１６戸、そして、このま

ま放置すれば将来危険な空き家となるおそれがあ

る空き家が３１戸、あと、管理されているもの、あ

と、周辺に影響がない、その他の空き家１００戸、

合わせて１５０戸という状況でございます。これは

平成２７年の各行政区にアンケート等を行いまし

た結果を追跡をずっと毎年かけて、調査等をしてい

った今時点での状態でございます。先ほど特定空き

家等、３末、３戸と申しました。３月末時点では３

戸なんですけども、４月に入りまして、新たに、城

崎、但東、２カ所、２地区におきまして特定空き家

を追加認定を行いまして、現時点においては特定空

き家等は５戸という状況で、今年度これらの除却に

向けた手だてを進めていきたいということです。 

 概要に書いております。考え方としては、空家等

対策協議会での協議をいただいて、事業を進めてい

くということ。２点目、老朽危険空き家の除却いう

ことで、一つは、老朽危険空き家除却支援事業補助、

今年度、一応３戸を補助金による除却につなげたい

という思いで今計画、取り組みを進めておるところ

でございます。それ以外の手だてとしまして、（２）

略式代執行を１戸やる方向、あと、（３）の代執行、

これを１戸やる方向で、決定ではございません。そ

れに向けて現在も調整等、協議等をやっておるとい

う状況で進めておるというものでございます。 

 続きまして、３３ページ、土砂災害特別警戒区域

内の住宅等の対策についてということで、従前から

昨年から取り組みさせてもらっておりますけども、

土砂災害特別警戒区域、俗に言うレッドゾーン、こ

の区域内にある住宅、もしくはホテル、旅館等です

けども、まず、住宅については、区域内の住宅の除

却、そして、新たな地での新たな住居の建設、それ

らに対する支援ということ、もう一つ、もしくは、

住宅であれば、その場に残るんであれば防護壁等に

よって強化をするという支援、ホテル、旅館等につ

いては、ちょっと転居ということは難しいですので、

防護壁に対する設置に係る支援というような形で、

概要のところにそれぞれ移転の支援、その下に除却

の支援、そして、大きい２で、先ほど言いました防

護壁のことを書いておりますけども、それぞれ防護

壁で対策をとると、それぞれ補助内容を記載してお

りますので、中身をごらんいただければと。一応ち
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ょっと事が事なんで、なかなか手挙げていただく方

がない、今までにおいては実績はゼロという状況で

すけども、今年度もこの件について取り組んでいき

たいと考えております。以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 済みません、先ほど

２７ページの空港の利用促進と利便性の向上の概

要のところの２点目で、滑走路の延伸等々の説明を

させていただきました。滑走路端の安全区域、今現

在、南北それぞれ４０メートルあるところを、それ

ぞれ５０メートル延長して、トータル９０メートル

ずつにというふうなところで訂正をさせていただ

きたいと思います。先ほど各１００メートルという

ふうな説明をさせていただきました。申しわけござ

いませんでした。以上です。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。質問

等はございませんか。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） さっきも申し上げたように、

コウノトリ共生部もどうしても今期予算も組んで

やろうとしたけども、ちょっとそんなイベントやい

ろんな行事事も含めてできないというようなこと

が発生する部分があるのではないのかなと。具体的

には私わかりませんけども、そういうことがあれば、

悪いですけど、今回はコウノトリよりも人間を大事

にしてやっていただきたいなと、言い方は悪いです

けどね。環境をほごにするという意味ではないんで

すけど、できるだけそういうお金を、どういう形で

あるか、そういうお金をぜひともそちらに回せれる

ような仕組みづくりを、これは財政との関係もある、

さっき言ったようにね。そういう形にぜひお願いを

したいと思います。 

 あとは、建設のほうの都市整備部の関係だけども、

公共事業は基本的に、今の中国や何かでいろんなと

ころで部品で、何か自動車メーカーもそうだけど、

なかなか品物が来ないとかなんとかというのがあ

るんだけど、この間も城崎大橋の現場に行って建築

をやってる、建設やってる人と話してたんだけど、

公共事業は基本的にあんまり影響を受けてないで

すよというような話もしとって、新城崎大橋も順調

になるだけ間に合うように頑張っていきますとい

う話があったんですよ。言いたいのは、城崎だけじ

ゃないんですけども、どっこもはっきり申し上げる

と車も通ってないし、城崎なんか全然お客さんもい

ないし、出石もそうだと思う。公共事業工事はやり

やすいと思いますから、さっさと順調に前倒しでも

いいからどんどんやっていただいて構わないんで

はないのかなというふうに思って、この間、そうい

った発言もして、門間県議もいい意見だということ

で、例えば城崎の電線、電柱の地中化なんかでもも

う誰も文句言わないから今、どんどんやってくださ

いということで、ちょっとそういった意見もあって、

また県土木のほうにもそういったお願いをしよう

というふうにしてますから、公共事業はどんどんや

ってもらっていいのかなと思いますので、ひとつ順

調にやっていけるようにお願いをしたいと思いま

す。協力しますから、地元。協力するしかない。 

○委員長（浅田  徹） 今はお願い、要望というこ

とで。 

○委員（椿野 仁司） 要望で、それだけです。 

○委員長（浅田  徹） ほかにございませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 倫久） 大交流課で、専門職大学のこ

となんですけども、９ページに書かれております。

今、コロナ、コロナで、大変いろんなことが縮小さ

れたりしておりますけれども、ここに書かれている

ように、２０２１年１月末の竣工ですね、これは、

私、毎日見ておるんですけども、何が何でもコロナ

に負けずに、もう２０２１年の１月には竣工ができ

るぐらいにやってもらいたいなということを思っ

てます。それと、これ、但馬がやっぱり生き返ると

いうか、ビジネスチャンス、地方創生のためには、

この豊岡に但馬のバックがあって、豊岡に学校をつ

くるということでございますので、何が何でもこの

豊岡が中心にならざるを得ないとは思うんですが、

但馬はバック、但馬の各市町の方々にやっぱり全面

的に引っ張ってくることに対して、協力というか、

援助と支援というか、そういう気持ちを、何が何で
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もつくっていただかなければいけないと思います

ので、ここに書かれている、概要に書かれている１、

２、３のところですね、そこを十二分にやってもら

いたいなと思っております。 

○委員長（浅田  徹） 要望ということでお願いし

ます。 

 次、ございませんか、ほかに。 

 それでは、ないようですので、当初予算というこ

とで、椿野委員言われましたように、コロナ対策、

やはりその辺は十分臨機応変に、人、市民というこ

とをひとつ目線にということで、公共事業等につい

ては促進をということでお願いをしときたいと思

います。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） ３月末で一度調べて、城崎的

にいうと、どれだけ減収したかというのはもう調べ

て、市のほうにも報告したんだけども、４月末でど

れぐらいというの、もう大方もうはっきり言うと城

崎、１割、逆に言えば１割に満たないかもわかんな

い、前年度。そうなってくると、ちょっとこれから

やっぱり統計ということも大事なことなので、豊岡

市におけるいわゆる我々でいうと旅館、神鍋もある

んだけども、神鍋もひどいと思いますよ、正直言っ

て、これからも含めていくと。だから、旅館関係、

それから飲食店、それから、当然豊岡だから製造業、

その他商業、こういうところも一度、商工会を通じ

て、商工会議所を通じて、やっぱりちょっと市は把

握しておいてもらって、ぜひちょっとそういうもの

を役立ててほしいなと。それから、さっきもいろい

ろと言った話については、そんなもん市がお金出せ

ませんというようなところもあろうかと思うんだ

けども、全て交付金で返ってくると。もうコロナの

交付金で絶対もらえるということを信じて、もうと

にかくもう大英断でやってもらいたいなと僕は思

います。よその市がやっていることを考えたら、豊

岡市でできないはずがないと思いますので、そんな

ことは市長がもう政治判断でやると思うんだけど

も、それは、でも、あなたたちが後押して、ひとつ

よろしくお願いしたいと。お願いです。 

○委員長（浅田  徹） これもお願いとしてよろし

くお願いします。 

 それでは、当局の皆さんで何かほかにご発言がご

ざいましたら。 

 河本参事。 

○都市整備部参事（河本 行正） お手元に配付して

あります資料をちょっと見ていただきたいんです

けども、国交省のほうから発表がありましたので、

冨森課長のほうからちょっと概要だけお知らせい

たします。 

○委員長（浅田  徹） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） お手元に配付させていた

だいてます国交省の記者配布資料をごらんいただ

きたいと思います。 

 １番目ですが、記者配布の資料となっております

が、北近畿豊岡自動車道につきましては、日高豊岡

南道路、日高神鍋高原インターチェンジから仮称、

豊岡南インターチェンジまでの間につきましては、

これまでから令和２年度中の開通ということでご

説明させていただいておりましたが、去る４月１０

日に国土交通省より令和２年の秋に開通というこ

とで発表がありました。秋ということですので、１

０月、１１月ごろの開通になるのではないかという

ふうに思っております。 

 １枚めくっていただきまして、裏面を見ていただ

きたいと思います。そこには開通予定区間の概要図、

それから、一番下ですが、あわせてインターチェン

ジの名称についても発表になっております。インタ

ーチェンジ名称ですが、先ほど申しました仮称、豊

岡南インターチェンジにつきましては、但馬空港イ

ンターチェンジ、それから、その南側にあります仮

称、日高北インターチェンジにつきましては、その

まま日高北インターチェンジということで名称が

決定いたしましたので、あわせて報告をいたします。 

 ２ページ以降につきましては、期待される整備効

果ということですので、またご清覧いただければと

いうふうに思います。 

 以上で報告を終わります。 

○委員長（浅田  徹） これは報告ということで、
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お聞きをしておきます。 

 ほかにはございませんか。 

 ないようですので、当局の皆さんは退席していた

だいて結構です。どうもご苦労さまでした。よろし

くお願いいたします。 

 そしたら、暫時、２０分まで休憩をいたします。

２０分再開ということで、よろしくお願いいたしま

す。 

午前１１時０８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時１５分再開 

○委員長（浅田  徹） それでは、委員会を再開い

たします。 

 コロナウイルス対策で、このように３密を避ける

というふうなことで、２つに分かれてというふうな

ことでの変則委員会をやっております。特に新年度

に入りまして、特に当局の皆さん、人事異動等でそ

れぞれ人事異動、かわられた、それぞれ幹部の方も

いらっしゃいます。 

 それでは、ここで、特に４月以降、異動があった

ということになりまして、まず、自己紹介からやっ

ていきたいと思います。 

 まず、委員会の委員のほうです。 

 委員長を務めております浅田でございます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員（芦田 竹彦） 副委員長の芦田でございます。

よろしくお願いいたします。 

○委員（松井 正志） とよおか市民クラブの松井正

志と申します。どうぞよろしくお願いします。 

○委員（椿野 仁司） 後ほどたくさん言うかもわか

りませんが、椿野です。 

○委員（村岡 峰男） 村岡です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（土生田仁志） 土生田です。よろしくお願い

します。 

○委員（上田 倫久） 上田倫久です。よろしくお願

いします。 

○委員（青山 憲司） 青山です。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（浅田  徹） それでは、各当局の皆さん

は、この当局の記載されました名簿に従いまして、

順にお願いしたいと思います。各振興局からという

ことでよろしくお願いします。 

○城崎振興局長（熊毛 好弘） 城崎振興局長の熊毛

です。どうぞよろしくお願いします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 城崎振

興局地域振興課参事の橋本と申します。よろしくお

願いします。 

○城崎温泉課長（植田 教夫） 同じく城崎温泉課の

植田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 竹野振興局長、瀧下

でございます。よろしくお願いします。 

○竹野振興局地域振興課長（榎本 啓一） 失礼しま

す。竹野振興局地域振興課長の榎本です。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興局長の小谷

士郎といいます。よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 日高振

興局地域振興課参事の吉田と申します。よろしくお

願いします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 出石振興局長を仰せ

つかりました村上です。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局地域振興課の川﨑です。よろしくお願いします。 

○但東振興局長（羽尻 泰広） 但東振興局長の羽尻

です。よろしくお願いします。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 但東振

興局地域振興課参事の小川と申します。よろしくお

願いいたします。 

○上下水道部長（米田 眞一） 上下水道部、米田で

す。よろしくお願いします。 

○水道課長（谷垣 康広） 水道課長の谷垣です。よ

ろしくお願いします。 

○水道課参事（和田 哲也） 水道課参事の和田と申

します。どうぞよろしくお願いします。 

○下水道課長（石津  隆） 下水道課課長の石津で

す。よろしくお願いします。 
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○下水道課参事（堀田 政司） 下水道課参事の堀田

です。どうぞよろしくお願いします。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） 農業委員会事

務局長の丸谷です。よろしくお願いします。 

○委員長（浅田  徹） では、事務局。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 議会事務局、小林です。

建設経済委員会のほうを担当します。どうぞよろし

くお願いします。 

○委員長（浅田  徹） ありがとうございました。 

 今年度は当分の間、このメンバーで委員会審査を

行って、対応していただくことになりますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、委員会の所管事項の事務概要に入りた

いと思います。 

 まず、各振興局、上下水道部及び農業委員会事務

局から一括して説明いただき、その後に質疑を行う

形で進めたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁

に当たりましてはくれぐれも要点を押さえて、簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をよろしくお願いしたいと思います。また、委員

会での発言は、委員長の指名の後、マイクを使用し

て、発言者の名前を名乗ってから行っていただくよ

うにご協力をお願いしたいと思います。 

 それでは、各振興局、上下水道部及び農業委員会

事務局の説明をお願いいたします。 

 まず、各振興局の説明を、城崎振興局から順にお

願いしたいと思います。 

 橋本参事から、じゃあ、お願いいたします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） よろし

くお願いいたします。 

 城崎振興局の取り組みについてご説明申し上げ

ます。資料の３４ページをごらんください。 

 現状と課題、基本方針につきましては、昨年度と

同様になります。城崎地域では、夏休み、また、カ

ニの漁期でにぎわう繁忙期と、春、秋の閑散期の観

光客の入り込み数の差を縮小することが課題とな

っています。このため、城崎温泉の景観を構成する

重要な要素である街路樹や太鼓橋といった城崎温

泉の代表的景観を保全し、年間を通じた観光客の誘

客を図ることとしています。 

 具体的には、城崎振興局プロジェクトとして、昨

年に引き続き３つの取り組みを予定しています。１

つ目は、夏の風物詩として定着している城崎温泉夢

花火事業への支援を継続します。２つ目に、温泉街

の美しい景観の形成に必要な樹木の健全な育成を

図ります。３つ目は、大谿川にかかる４つの太鼓橋

やパラペットの表面などに剥離や亀裂が発生して

いるため、周囲の景観と調和した美装化工事を引き

続き実施いたします。 

 説明は以上になります。 

○委員長（浅田  徹） じゃあ、次は、竹野振興局、

榎本課長、お願いします。 

○竹野振興局地域振興課長（榎本 啓一） 竹野振興

局の取り組みについて説明をさせていただきます。

３５ページのほうごらんください。 

 現況と課題及び基本方針につきましては、従前と

同様です。 

 取り組みます事業は、竹野川河口付近を中心にさ

まざまな事業を展開する川湊再生プロジェクト事

業と、振興局プロジェクト事業としての竹野地域内

で行われる事業への支援、これと、プロジェクショ

ンマッピング事業です。なお、地域内で行われます

事業のうち、北前まつりと竹野浜オープンウォータ

ースイミング大会事業の開催につきましては、新型

コロナウイルス感染拡大防止のため、既に中止が決

定されております。 

 説明は以上です。 

○委員長（浅田  徹） 次、日高振興局、吉田参事、

お願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 資料３

６ページの日高振興局の取り組みの概要を中心に

説明させていただきます。 

 まず、概要の１、日高振興局プロジェクト事業で

す。道の駅神鍋高原の隣接地に民間が進めているホ

テル建設誘致のためのインフラ整備として、今年度、

消火栓の設置と上下水道管の布設工事を予定して

おります。事業者によるホテル建設地の発表につい
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ては６月中旬ごろになると聞いております。発表が

ありましたら早急に進めたいと考えております。次

に、この民間宿泊施設の進出を契機として、道の駅

神鍋高原の機能強化案を検討する会議を設置し、機

能強化の案をまとめたいと考えております。また、

江原河畔劇場の開館を契機に日高地域の文化芸術

によるまちづくりを展開するために、市民の演劇に

対する機運を醸成するための学習会を開催します。

また、引き続き溶岩流を活用した地域振興事業に取

り組みます。今年度は地元が作成する溶岩流のガイ

ドマニュアル作成に対する補助とガイドを養成す

るための学習会を開催します。また、２０１６年度

から行っております日高地域の先輩に学ぶ授業を

日高東中と日高西中でそれぞれ開催します。続いて、

２の観光事業です。７月の第４日曜日に予定してお

りました日高夏まつりの開催については、新型コロ

ナウイルスの感染拡大の影響によりまして、実行委

員会において先日中止を決定されました。道の駅神

鍋高原、また、神鍋温泉ゆとろぎ、湯の原温泉オー

トキャンプ場の施設修繕を予定しておりますが、い

ずれも新型コロナウイルスの感染拡大によりまし

て事業の延期だとか、中止、見直しをせざるを得な

いケースがあることをご理解ください。以上です。 

○委員長（浅田  徹） 続きまして、出石振興局、

川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局からは３７ページの出石振興局の取り組みに

ついて説明いたします。 

 現状と課題につきましては、出石への観光は、ほ

とんどがマイカーでの来訪となっており、週末には

渋滞が発生している状況です。特に繁忙期には車と

歩行者がふくそうして、市民生活にも大きな影響を

及ぼしている状態です。この課題を解決するために

交通の流れや交通量の実態調査を実施しまして、地

域の意向を踏まえた交通環境の改善によって安全

で安心な城下町出石の町並みと風情を生かしたま

ちづくりの推進を図ることとしています。 

 基本方針につきましては、観光客数を２０２５年

に８３万人への増加を目指します。観光客の滞在時

間を１時間４５分から２時間に伸ばします。繁忙期

における市街地の交通渋滞を改善し、市民生活の安

全・安心を図ることとしています。 

 概要につきましては、現状の交通量や駐車場利用

状況などの調査を実施して、分析及び検証を行って、

環境改善計画を策定業務と検討委員会の設置を行

う予定としています。 

 以上が出石振興局からです。 

○委員長（浅田  徹） じゃあ、続きまして、但東

振興局、小川参事、お願いします。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 資料３

８ページをごらんください。但東振興局では、「但

東に移住定住する人が増えている」を戦略目的とし

て、引き続き但東地域の人口減少を緩やかにすると

ともに、地域で暮らす魅力を高めていくための取り

組みを行ってまいります。 

 但東地域活性化支援事業では、地域コミュニティ

と協働して、人材系転職希望サイトへ登録された情

報をもとに、但東の住まいや生活などの暮らし情報

を直接発信し、移住定住者をふやしていきたいと考

えております。さらに、交流人口増にもつながる取

り組みといたしまして、移住促進住宅運営や教育民

泊の取り組みを進めます。具体的内容は記載のとお

りです。 

 説明は以上です。 

○委員長（浅田  徹） それでは、次に、上下水道

部の説明をお願いします。 

 谷垣課長、お願いします。 

○水道課長（谷垣 康広） ３９ページをごらんくだ

さい。私からは水道施設の整備について説明いたし

ます。 

 本格的な人口減少社会を迎え、水需要の減少する

中、施設の大量更新期に向けた財源の確保が大きな

課題となっております。管路や施設の耐震化を図る

とともに、老朽化を把握し、優先順位を明確化した

上で、順次、豊岡市水道施設整備計画を見直しなが

ら事業を行っています。 

 令和２年度の主な事業について説明します。城

崎・港給水区配水施設整備事業は、城崎・港給水区
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へ安定した水道水の確保のため、国県の事業にあわ

せ、送水管を布設するもので、本年度は約７００メ

ートルを工事するものです。城崎大橋架替関連事業

は、県が実施する城崎大橋架替事業に伴い、配水管

を移設するもので、本年度は新橋の取合いとなる県

道改良部の移設で約４００メートルを工事するも

のです。豊岡インター線道路改良事業関連事業は、

県道豊岡インター線改良工事により、豊岡病院への

県道の付替えが行われるため、移設を行うもので、

３６０メートルを工事するものです。これらは、昨

年までもそうでしたが、国県の進捗に左右され、大

きく変更になる場合がありますので、ご理解くださ

い。大見塚受水池・配水池改築事業は、老朽化した

受水池、配水池の耐震化のため改築を行うもので、

本年度は配水池の敷地造成と進入路の整備を行う

ものです。この工事は今年度から完成まで４カ年を

予定しています。岩中浄水場改築事業は、老朽化し

た浄水池の耐震化のため改築を行うもので、ＲＣ製

の５００立法メートルの工事をするものです。この

工事は２カ年を予定しています。老朽管更新事業は、

耐用年数による更新を計画的に行うもので、主なも

のに、下陰、若松町、日高町太田地内の管路布設替

工事を計画しています。浄水場等設備更新事業は、

老朽化した電気設備及び監視のための通報装置の

更新などを行うものです。１９カ所を計画しており

ます。 

 水道施設整備については以上です。 

○委員長（浅田  徹） 和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） 私からは水道料金改定

の検討についてご説明申し上げます。４０ページを

ごらんください。 

 水道料金につきましては、２０１１年４月に値上

げの改定を行い、その後、現在までの間、おおむね

良好な経営状況であったと考えています。しかしな

がら、人口減少や節水型社会への移行に伴う有収水

量の減少、施設の大量更新期に向けた財源確保、防

災、減災対策の必要性など、水道事業をめぐる環境

は刻々と変化しています。事業を健全に安定して運

営するには、適正な水道料金による収入の確保が不

可欠であり、２０１８年５月に策定した豊岡市水道

事業経営戦略では、２０２１年度及び２０２６年度

には料金値上げが必要と見込んでいます。 

 水道事業では、料金算定期間を５年としており、

現行料金の算定期間が今年度で終了するため、来年

度から２０２５年度までの次期算定期間に係る料

金について、適正な水準への改定について、現在検

討を進めています。今後のスケジュールといたしま

しては、６月から開催予定の豊岡市公営企業審議会

に諮問し、審議をいただきまして、９月ごろに答申

いただくこととしています。その後、市としての方

針を決定する予定としています。料金改定をお願い

しなければならないとした場合には、１０月には全

員協議会でご審議いただき、１１月に市民説明会を

開催、１２月には条例改正案を議会へ上程させてい

ただく予定としています。 

 なお、新型コロナウイルス感染症により、本市に

おいても景気低迷等、大きな影響があると思われま

すので、随時状況を確認しながら、改定時期の先延

ばしも含めて、慎重に検討したいと考えております。

以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） 次は、下水道課、石津課長。 

○下水道課長（石津  隆） ４１ページの汚水整備

事業についてご説明をいたします。 

 この事業につきましては、継続事業でありますの

で、現況、課題、基本方針は前年度と同じ記載とし

ております。 

 ２０２０年度の事業概要でございます。お手元に

Ａ３横長の下水道事業予定箇所図を配付させてい

ただいております。これをもとにご説明をいたしま

す。まず、１点目の統廃合事業でございます。予定

箇所図の青い囲いになります。１つ目の統廃合に向

けた基本詳細設計を３処理区で予定をしておりま

す。統廃合の工事につきましては、７処理区で予定

をしております。統廃合事業の合計事業費は約６億

円を予定しております。次に、赤色の囲いになりま

す。長寿命化及び改築事業でございます。図面の丸

番号１から８番につきましての事業、公共、特環、

農集、漁集における各施設の計画策定、実施設計、
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対策工事でございます。長寿命化事業の総工事費、

事業費は約１３億円を予定しております。 

 続きまして、４２ページの下水道使用料改定の検

討についてご説明をいたします。 

 現況と課題です。下水道使用料は２０１６年４月

に値上げの改定を行いました。その後、現在までの

間、おおむね良好な経営状況であったと考えており

ます。しかしながら、水道事業と同様に、下水道事

業をめぐる環境は刻々と変化しております。前回改

定時の豊岡市公営企業審議会の答申において、５年

をベースとして定期的に見直しの必要性を検討す

るとの附帯意見をいただいております。また、２０

１７年２月に策定しました豊岡市下水道事業経営

戦略においても、２０２０年度に見直しを行うこと

としていました。２０１８年度までの決算を踏まえ

ると、純利益や企業債残高など、経営戦略策定時の

見込みより、良好な状況と現在はなっております。 

 概要でございます。これまでの経営状況を踏まえ、

資本費平準化債の活用など、今後の見通しを十分に

精査した上で、長期財政計画の見直しを行うととも

に、２０２１年度からの使用料改定の必要性につい

て検討を行ってまいります。検討に当たっては、豊

岡市公営企業審議会でご審議をいただいた上で、市

としての方針を決定したいと考えております。今後

のスケジュールにつきましては、水道事業と同じ流

れを予定しております。 

 下水道課からは以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） 続きまして、農業委員会事

務局、丸谷事務局長、お願いします。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） 農業委員会事

務局からは、農地利用最適化の推進を掲げておりま

す。 

 課題といたしまして、農業委員会の役割は、農地

法に基づく許可事務に加えまして、現在は農地等の

利用の最適化の推進、これも重要なものと位置づけ

られております。これまでどおり引き続き担い手へ

の農地の集積、集約化、遊休農地の発生防止や解消、

新規参入の促進に取り組んでいく必要があると認

識しております。 

 基本方針につきましては、昨年度と同様で、地域

の意向を確認しながら取り組んでいきたいと考え

ております。 

 今年度の事業の概要につきましては、基本的な部

分は昨年度と同様でございますが、４番目の農地利

用最適化推進委員の活動、この３行目に記載をして

おりますとおり、この推進委員の制度が導入されま

して、本年度は第２期目の最初の年度ということに

なります。間もなく新しい委員さんを委嘱する予定

となっておりますが、このため、旧委員さんから各

地域の課題を整理した活動実績を現在取りまとめ

ていただいております。新委員さんへの引き継ぎを

円滑に進めるとともに、県の農業会議の実施します

研修や先進地視察等を通じまして、新しい委員さん

へ業務内容の知識など、身につけていただけるよう

なことを取り組んでいく、そういったことを考えて

おります。 

 農業委員会事務局からは以上です。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。質問

等はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 何点かお尋ねしたいと思って

ますが、まず、出石振興局の観光客の滞在時間１時

間４５分ということで、文書上は１．７５時間とあ

るんですけど、こんな表現するんか。１．７５時間

と書いて１時間４５分でしょ。１．４５時間ではあ

かんのかというのが第１点。単純な疑問です。 

 それから、下水道ね、下水道、今の説明の中で、

文言上は一言も書いてないんだけども、２０２１年

から引き上げの検討も含めて審議会を設置ちゃな

ことを言われたんだけど、この審議会というのは上

水道も一緒に議論する審議会、一緒に。そんなんあ

りか。ましてや今の時期、このコロナでみんなもう

大変なときに、水道も下水道もとても上げれるよう

な状況じゃないと思うんですが、そんなんもあわせ

て、ちょっとそんなんありかという、ひとつ聞かせ

てくれますか。 

○委員長（浅田  徹） じゃあ、２点ですね。 

○委員（村岡 峰男） はい。 
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○委員長（浅田  徹） じゃあ、まず、出石振興局

の振興局長。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 例えば１時間半であ

れば１．５時間というような表現になりますので、

特に間違った表現ではないというふうに理解して

おります。 

○委員長（浅田  徹） よろしいですか。 

 それでは、今の下水道料金の関係ですね。石津課

長。 

○下水道課長（石津  隆） 公営企業審議会につき

ましては、常設で設けておりまして、以前から上下

水道一緒に決算であったり、予算であったり、今回

の料金値上げ、前回のときも水道も下水も同時に審

議をいただいて、前回は下水道の料金を上げるとい

うことになりました。ですから、今回も、５年を経

過しましたので、これからの見通しを踏まえた上で、

水道事業、下水道事業とも審議をいただいて、必要

であれば料金改定という流れになってきます。以上

でございます。 

○委員長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 上水道の料金云々という話は、

この１年ほど前からいろいろ出てましたよね。３月

の委員会で退職した岡田前課長が自分のときに値

上げを提案しなくてよかったというようなことを

言いましたよね。だから、てっきり我々は上水道は

そういう議論が始まるのかなと思っておったんで

すが、下水道については、そういう認識がなかった

もんですから、先ほどの報告をちょっと非常に意外

に思いましたので、これは感想です。 

○委員長（浅田  徹） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） さっき言ったやつ、多分こん

なことは、コロナの影響でどだい無理な話だと私は

思います。だから、片方では、やっぱり粛々と今ま

でやってきたことなので、それは僕は考えていくべ

きだと思いますが、あんまりこれを表に出されると、

ごっついクレームが来ると思いますよ、さまざまね。

それを一つ念頭に入れといてください。 

 それから、やっぱりここに下水が入ってきて、２

０２１年４月に、この４月なのか、その次なのかよ

くわからんけれど、この料金の改正をするなら、１

００％接続率を目指してほしい。隣におる方が城崎

に対して不名誉な発言もありましたけど、それは不

名誉は不名誉として、城崎も十分に受けとめさせて

もらうけれど、これも徹底して、もう本当にやって

いただきたい。これも城崎の旅館組合もこれは本当

に全面的に協力させるから、これは絶対やってほし

い。そうしないと、本当に市民にご迷惑をかけると

私は思います。それから、それ、やってくださいよ。

石津課長のときにやってね。（「はい」と呼ぶ者あ

り） 

 それから、水道料金だけど、特別料金ね、議会か

らもいろいろとあるんだけど、これも意見として聞

いといてもらったらいいんだけど、やっぱりいろい

ろと過去にＩＰとの関係はお聞きしました。だから、

料金が特別料金になっていることも、当時はやむを

得なかったんだろうと思うけれども、かといって、

日高の東部、それから出石の今の中川ですか、地区

ですか、あのあたりとはもう完全に違いますよね、

金額がね。それから、城崎の財産区もそうですよね。

これは、やっぱり公平にやっていただくならば、そ

れを一般の水道料金に持ち上げるというのは大変

な金額だから、私はやっぱりここはここで、改定す

べきだと私は思います、一つの方法として。片方は

こう上げて、片方を上げないという、どっちの片方

を思っとるかはご想像にお任せしますが、やはり未

来永劫のこの当時の契約を引きずっていくという

のはおかしな話だと私は思います。だから、これは

一緒になって考えてほしい、これは。思います。こ

れ、意見。 

 それから、各振興局、聞きましたんで、意見と考

えがあったら言ってください。せっかく温泉課来て

るんだけど、４月５日の、私、朝９時に入ったとき

に、外湯の入浴客が２０人以下だったんですよ。ゼ

ロというところもあったし、１人というのもあった。

こんなこと今まであるはずがない、日曜日に、朝の

９時。今どういう状況かということを一回ちょっと

教えてほしい。大きな減収ですよ、これね、入浴料

も、入湯税はこっち、税務課のほうだよね。 
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 それで、花火は、きのうまで聞いてると、一応ぎ

りぎりまで、５月のこの連休終わった後の状況と感

染者が減っていくという、国や県の方向も見ながら、

ぎりぎりまで夢花火はやっぱりやろうという意思

はあります。ただし、無理ということも念頭に入れ

ときたいというのは、観光協会からの考え方。それ

で、竹野、次々イベントをやめになってるんだけど、

竹野については、局長、こういう今の予算、ちょっ

とがあっと積み上げて、もともと竹野の花火は警備

上の問題でだめだったんでしょ。だから、東京オリ

ンピック、もう関係ない。それから、城崎も１年延

びるんだから、これ、やったら、花火。と私は思い

ました。ぜひこれが、例えば終息して、何かやっぱ

りもう一回竹野に活性化させようと思うんなら、僕

はおやりになったらいいと思う。それを何か方法を

考えてということです。できないことはない。あん

たならできる。 

 それから、日高のほうですけど、これ、神鍋の民

宿の皆さん、冬はダブルパンチでだめでしたね。ま

してやこれ、４月から以降も含めていくと、学生だ

とか、連休も今だめですよね。聞くと、夏の合宿も

みんなキャンセルだと聞いてます。神鍋も非常に状

況悪い。これ、やっぱり何か政策をいろいろと振興

局が中心となって、これ、城崎もそうだけれども、

これはやってあげてほしいと思います。 

 それから、さっき環境経済部にも言っときました

けども、やっぱり本当に超法規的に何ができるか、

やっていかないと、民宿、本当に大変危機感を持っ

て取り組まないとだめなのではないのかなと私は

思います。それで、ここに事業内容で、何か次から

次に、ちょっとこれも取りやめ、これも取りやめと

か、これは自粛とか言っておられたけど、工事や何

か、整備することは今逆にいないんだから、できる

はずだから、さっき・・・言っとったんで、おやり

になったらと私は思いますけど、これは。というふ

うに思いました。 

 それから、出石については、出石のそば屋さん大

変、観光も大変だと思います。これ、一回きちっと

一回データをおとりになって、どういうことができ

るのか、出石も含めてね。出石の観光対策はね。そ

れ、独自にやっぱり打ち出して、それぞれが持ち寄

っていくやり方をしないとだめだと思います。城崎

は城崎、きのうやりました。きのうもおとといもや

りました。だから、それ、やっぱりぜひとも振興局

が中心となって、振興局長が旗振り役になってぜひ

やってあげてほしいなというふうに思いますので、

これも意見です。 

 さっき花火の件は無理なんですかね、竹野。委員

長、どうぞお願いいたします。 

○委員長（浅田  徹） 今それぞれ４振興局という

ふうなことの中でありました。順にということで、

どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） お風呂のこと、温泉のことか。

温泉課。 

○委員長（浅田  徹） 最初は、料金のことありま

したね。 

○委員（椿野 仁司） 料金、それは答えられるか。

接続もな。 

○下水道課長（石津  隆） 委員が言われましたよ

うに、接続率の向上に向けては私がおる間はといい

ますか、１年間頑張って率先してやりたいと思いま

す。 

 それから、下水道の事業におきましては、平成２

８から３０までの決算、それから、令和元年の決算

見込み等を、今見込んだ状態での試算ですけども、

財産不足というのは今後５年間の間はとりあえず

出てこない想定をしております。それらを踏まえた

上で、公営企業審議会のほうにそれを踏まえて審議

をお願いするという予定をしております。以上でご

ざいます。 

○委員（椿野 仁司） 値上げありきということじゃ

ないということだね。わかった。よく聞いときまし

ょう。 

○委員長（浅田  徹） 次は、上水ですね、例の今

のＩＰの関係の。料金の関係。それでは、和田参事、

よろしくお願いします。 

○水道課参事（和田 哲也） ご指摘の特別料金につ

きましては、市の政策を受けて水道料金、下水道使
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用料なり、特別料金を設定していますので、関係課

とよく調整しながら、改定にあわせて、しっかり検

討をしていきます。以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） それでは、各振興局、順に

ありましたので、城崎から。 

○城崎温泉課長（植田 教夫） 先ほどご質問いただ

きました現在の外湯の入浴客の現状でございます

けども、３月につきましては、お客様については、

比較的若い方がたくさん来られてたということで、

約２割から３割ぐらいの減少にとどまっておりま

した。しかしながら、４月になりましてから、急激

に観光客の方が悪化いたしまして、現状では、ここ、

この土日の状況ですけども、観光客の方については

９割減というふうな状況になっております。非常に

厳しい状況になっているということは認識はいた

しております。当然、これに伴いまして、歳入の大

きなものについては減少というふうな格好になり

ますけども、かといって、職員とか、そういったも

のを雇用を切るわけにもいきませんし、町民や市民

の方のお風呂としての機能もありますので、できる

限り今のままやっていきたいなというふうには考

えておりますけども、ある時点でやはり幾つかの外

湯を営業時間を減らすなり何かということはちょ

っと検討していきたいなというふうに考えており

ます。以上です。 

○委員長（浅田  徹） 熊毛振興局長。 

○城崎振興局長（熊毛 好弘） 城崎温泉街の本当に

かつてない危機的な状況というのは身にしみて感

じているところです。環境経済部とも連携しながら、

城崎振興局も各種団体の意見も聞き、今後いい方向

に向くような対策も含めて検討していきたいなと

いうふうに思ってます。 

○委員長（浅田  徹） 竹野振興局、瀧下局長。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 今、椿野議員より竹

野の花火、ことし、オリンピックがなくなったので

できるのではないかというご指摘をいただきまし

た。全国でいろんな花火大会がありますが、竹野に

おきましては、劇場型といいますか、オープニング

からフィナーレまで、シリーズをもって構成を考え、

いつどのような花火を上げるというのは実行委員

会で花火師と協議を行ってつくり上げてます。予算

の範囲内で花火師が自由に上げる花火ではなくっ

て、例えば冬休みの宿題で町内の３小学校に夢花火

という作文を書いてもらい、その中で私はこんな花

火を打ち上げてほしいという子供の夢をかなえる

ような作文の中からどれがいいかと選び、つくって

いる花火もございますし、オープニングからフィナ

ーレまで、それぞれ実行委員会がどのパターンでは

どんな花火を打ち上げるという、そういうことまで

全部かかわってやってきてます。特にことしは５０

回という記念すべき回でもありましたので、特別な

思いもあります。花火大会をどんな花火でもいいか

ら上げてくれということであればできますが、そう

ではない、従来から竹野の花火をそういうふうに構

成してつくっておりますので、ことしは開催せず、

来年にという思いで過日も実行委員会でもう結論

をいただいたところでございます。 

○委員長（浅田  徹） それでは、小谷局長。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 神鍋の状況ですけど、

本当に雪が少なかった、今度コロナということで、

本当にダブルパンチです。予約状況を少しだけ説明

しますと、今後の話なんですけど、各種スポーツ大

会で大体例年でいくと１万８，０００人泊が予定さ

れてます。さらに、この５月、６月で林間学校、６，

０００人強ぐらい予定をされてるんですけど、今の

ところ９割方キャンセルが入ってきてるという状

況ですので、８月ごろまでは本当に危機的な状況に

なってます。雪の関係なんですけど、実は季節によ

って集落の泊まり客というのはいろいろだんごへ

んごがあるんですけど、冬は結構少ない状況です。

今までから冬に力を入れずに、グリーンシーズンに

力を入れとられるということで、３つの集落以外に

ついては、冬だけに関しては大きな影響はなかった

と。ただ、名色、栗栖野、そして山田ですか、この

３つについては影響が出ているという状況です。現

在、どれぐらいのキャンセルがあったのか、少なく

なったのかというのは、ちょっとまとめている状況

で、数字をお伝えはできないんですけど、今後２万
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４，０００人ぐらいは落ちていくという状況でござ

います。それに伴って何とか政策を打てないかとい

うことで、今いろいろと調整はさせていただいてま

す。ただ、スキーでしたら、３つのスキー場があっ

たり、各集落があったりということで、なかなか一

つにうまくまとまってないというところがあるん

で、その辺をうまく調整していきたいなというふう

に思ってます。 

 次に、いろんな工事、施設を持ってますので、そ

の工事がありますので、その分につきましては、議

員ご指摘のとおり、粛々と進めていきたいなと思っ

てます。その中で、夏まつりが中止になりました。

この中止の話をするときに、どういうやり方だった

ら開催できるのか、例えば花火だけでもしようかと

いう話はあったんですけど、その花火を今申し込む

か申し込まないかを判断せざるを得ない時期にな

ってますので、そのあたりで実行委員会で相談され

た結果、中止に向かおうということです。そのかわ

り、来年度にまたしますよではなくて、来年度に向

けて、何かきっかけをつくるようなことを進めてい

きたいなという話し合いはしております。ただ、具

体的なことはできておりませんので、今後検討に参

加させていただきたいというふうに思っておりま

す。以上です。 

○委員長（浅田  徹） では、出石振興局、村上局

長、お願いします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 出石の状況ですけど

も、３月までは、もちろん大型バス等は全てキャン

セルではあったんですが、マイカーについては、ほ

ぼ例年と変わらない実は状況でございました。ただ、

４月に入りますと、やはり影響が出てきまして、緊

急事態宣言が出されるまでが大体３割から５割程

度の入り込みとなり、緊急事態宣言が出された以降

につきましては、平均して２割ぐらいのマイカーの

入り込みとなっています。各駐車場、ずっと推移を

見てるんですけども、昨日については、対前年１２．

５％と、もうほぼほぼ数えられるぐらいの台数とい

うような状況でございます。各そば屋の状況を見て

ますと、昨日は、もう自主的に休業されているお店

もありましたし、お聞きすると、時間を短縮して、

営業されているお店もありました。施設関係につき

ましても、土曜日に史料館が、昨日、日曜日に明治

館が一応自主的に休館というような扱いになって

ます。イベントについては、この間、桜まつり、そ

のメーンでありますそば喰い大会、これが中止では

なくて、延期という扱いを今現在しております。こ

れについては、この終息がいつになるかという問題

もあるんですが、反転攻勢のときに大々的に行うと

いうあたりも含めて検討したいというような意向

もお持ちですし、ただ、一方で、今こうしてお客さ

んを迎えることによって、もし万が一この地域で感

染というようなことになりますと、これは本当に風

評被害、もう大打撃を受けるということにもつなが

りますので、このあたりが非常に難しい判断ではあ

るんですけども、もう少しじっくりと観光協会なり、

皿そば協同組合等とも今後の対応について検討を

一緒にしていきたいというふうに今考えている状

況です。以上です。 

○委員長（浅田  徹） ほかにございませんか。 

 それでは、ないようですので、事務概要につきま

しては、この程度でとどめておきたいと思います。 

 当局の皆さんのほうから何かございませんか。 

 ないようでしたら、皆さんにつきましては退席し

ていただいて結構です。どうもありがとうございま

した。よろしくお願いいたします。 

○委員長（浅田  徹） ちょっと暫時休憩。 

午後０時０１分休憩 

──────────────────── 

午後０時０２分再開 

○委員長（浅田  徹） それでは、再開をいたしま

す。 

 コウノトリ共生部のほうから農業ビジョンの策

定について報告したい旨の申し出がございました

ので、これを許可しておりますので、ご了承よろし

くお願いしたいと思います。 

 正午を回りましたけども、継続ということでご協

力をお願いします。また、説明補助員として農林水

産課の山本課長補佐の出席について申し出があり
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ましたので、これを許可しておりますので、あわせ

てご了承お願いしたいと思います。 

 それでは、説明をお願いしたいと思います。川端

部長。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 先ほど委員長

のほうからありましたとおり、この３月の末で農業

ビジョンが策定されました。それについて、一応ダ

イジェスト版を今お手元に配りましたけれども、本

編の冊子についても皆さんのレターボックスの中

に入れさせていただいておりますので、また後ほど

ご清覧をいただいて、今後詳細は、これ、今年度進

めていきますので、いろんなアドバイスやご意見を

頂戴しながらいいものにしたいと思います。 

 それでは、早速ですけど、説明は柳沢農林水産課

長のほうからお願いしたいと思います。 

○委員長（浅田  徹） それでは、柳沢課長、よろ

しくお願いします。 

○農林水産課長（柳沢 和男） お手元に農業ビジョ

ンの概要版ということでお渡しをしております。ま

ず、表紙のところからご説明をさせていただきます。

時間が過ぎておりますので、かいつまんでさせてい

ただきたいと思っております。 

 この豊岡市農業ビジョンにつきましては、２０２

０年から２０２９年度までの１０年間の計画とい

うことでつくっております。表紙に豊岡市農業ビジ

ョンとはということで、策定の経緯、２番に、豊岡

農業の現状ということで、現状や経緯を踏まえてこ

の計画があるというふうなことを記しております。

先ほど事務概要のところでもご説明をしましたけ

れども、豊岡市の農業の状況、担い手がどんどん減

ってくると、高齢化するというふうな状況がある中、

一方として、コウノトリ育む農法とか、環境創造型

農業等々で注目を浴びているというふうな状況も

ございます。こういったことを踏まえて、豊岡市の

現状をさらに分析をいたしまして、担い手の減少、

高齢化、後継者不足というふうなことから、６項目

ほど上げておりますけど、こういうふうな課題、現

状がある中で、特徴としましても、城崎、出石、コ

ウノトリの豊岡というふうなネームバリューもあ

る中で、前に向いていけるような農業があるという

ふうなことを踏まえて、今後の１０年間の計画を定

めたということでございます。 

 めくっていただきまして、中をごらんください。

計画の概要でございます。３番として、豊岡農業の

将来ビジョンというふうにしております。説明書き

のほうをごらんいただきますと、基本構想、あるい

は市政経営方針にもありますように、豊岡というロ

ーカルに深く根差しながら、世界で輝き、小さくて

もいいのだという堂々たる態度のまちをつくると

いうふうな方針で来ております。農業におきまして

もこの点を踏まえまして、農業としてどういうふう

にやっていけるのかということを描いたというこ

とでございます。特に環境、経済、社会というふう

な観点で持続可能でやっていくような農業のあり

方をやっぱり探っていかないといけないというふ

うなことが基本にございます。これから進める豊岡

の農業を豊岡グッドローカル農業というふうに総

称をして、この豊岡で農業にかかわる人たちが全て

の共通哲学として広げていきたいというふうなも

のとして位置づけております。 

 真ん中に絵を載せております。この絵につきまし

ては、コウノトリ野生復帰のシンボルの一つである

人工巣塔をイメージをして、先ほど言いました環境、

経済、社会というふうな面をそれぞれ配置をして、

これらがうまくやっていくことで豊岡の農業が伸

びていくというふうな絵として書かせていただい

ております。左下に少し説明書きをさせていただい

ております。みんなで育てて広げる豊岡グッドロー

カル農業というふうなことで書いております。この

農業につきましては、下から２つ目の黒点のところ

でも言ってますように、できる人からできることを

始めて、それを発信して共有して、ほかの人の取り

組みにも広げていけたらというふうなスタンスで

いきたいというふうに思っております。 

 簡単にかいつまんで、１２項目、環境と経済、社

会という点で上げておりますけれども、例えば１番

目、環境の１番目でございますけれども、環境負荷

が少なく、生き物と共生した農業、こういったこと
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を進めるということが環境の分野として必要だと

いうふうに書いております。これまでからコウノト

リ育む農業等をやる中で、生き物と共生した農業と

いうのは進めてきておりますので、こういったもの

をどんどん進めていきたいというふうなことがご

ざいます。下の経済でいいますと、５番目に、誇り

と責任というふうな中で、安心・安全で高品質な食

糧を供給するという誇りと責任に満ちた農業とい

うふうにしております。もちろん経済ですので、も

うかる農業をしないといけないということがござ

いますけれども、やはりつくり手が安心・安全でい

いものをつくってるというふうな誇りを持ちなが

らやっていただく、そういったことがやっぱりバッ

クボーンとして要るんだろうというふうに思って

おります。社会のほうを見ますと、例えば１１番目

に魅力的な仕事というふうに書いておりますけど

も、性別や年齢等にとらわれることなく、誰もが活

躍できる農業というふうなことで、今まさに豊岡で

もジェンダーギャップというふうな問題に取り組

もうとしております。女性、あるいは若い人、年の

大きな人、そういうふうな区分けなしに、誰もがで

きる農業、かかわれる農業、そういったものが持続

可能な社会をつくり上げていくんだろうというふ

うに思っております。こういった観点で、１２の項

目に対して、いろんな事業を展開していきたいとい

うふうなことで今後考えているところでございま

す。 

 右下に、その豊岡グッドローカル農業を広めるた

めの方向性を書いております。アンケートを毎年す

るようなことを考えておりまして、その中で認知度

と、どういうことをやっていただいてるかというよ

うなことを探りながら、実施度、あるいは認知度を

どんどん高めていきたいというふうなことで、この

計画の最終では、認知度を１０割にして、実施をし

ていただくのが８割というようなところを目指し

たいというふうに思っております。 

 めくっていただきまして、最終ページでございま

す。この計画を実施するに当たって、戦略体系図を

つくっております。上位目的として、「小さな世界

都市・豊岡の「豊岡グッドローカル農業」－持続可

能で幸せを感じる社会をめざして－」ということを

実現するために、戦略目的として３つ、環境、経済、

社会というふうな観点で、こういうふうな状況をつ

くるということが上位目的を達成するということ

で上げております。その下にいろんな手段を書いて

おりますので、こういったことを今後取り組みなが

ら、目指すところをやっていきたいというふうに思

っております。 

 一番最後に、ビジョンの推進というふうに書いて

おります。このビジョンにつきましては、２０１８

年から策定にかかりまして、昨年度末に完成をした

というふうなことでございます。このビジョンにつ

きましては、検討委員会の委員長に元農林水産省職

員で農村整備や直接支払い制度に詳しい現学習院

女子大学の荘林副学長にお願いをして、さらに豊岡

市内の農業者や関係機関を初め、見識ある方々に参

加をいただいて、豊岡の農業を俯瞰的に見て、つく

られたものでございます。ただ、方向性を示したと

いうことでございますので、今後具体的な事業につ

きましては、各年度の事業展開において推進をして

いきたいというふうに思っておりますので、また議

員の皆様と議論をしながら進めさせていただけれ

ばというふうに思っております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（浅田  徹） 説明は終わりました。質問

等はございませんか。 

 今回はこの程度にとどめとくということでよろ

しいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） それでは、ご質問等ないよ

うですので、この件は、この程度、今後またこの進

捗、また、このまとめ等については、またいろいろ

と情報をよろしくお願いをしまして、終わりたいと。

どうもご苦労さまでした。ありがとうございました。 

 それでは、一応それぞれ協議事項の進行につきま

しては、ご協力ありがとうございます。 

 それでは、残りの次第項目について順次進めてい

きたいと思います。 
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 まず、次の（２）番に入ります。委員会の重点調

査事項について、別紙１についてでございます。こ

れは、前回、コロナの関係をつけておりますので、

私のほうとしてはこのままの課題、さらにこれをし

っかり委員の皆さんありましたように、やっぱり緊

張感を持って臨戦態勢を進めていくということで、

よろしくお願いしたいと思いますけども、いかがで

しょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） それでは、この件につきま

しては、この程度にとどめていきたいというふうに

思います。 

 次に、管外行政視察、前回の委員会では、長崎五

島列島方面にみたいなこともありまして、正副及び

事務局ではある程度地域及び視察の課題等につい

てもちょっと煮詰めておったわけですけども、この

ような状態、さらには、５月については、先延ばし

をするというふうなことになっておりますので、こ

れはその時局を見てということで、またご相談させ

ていただくことでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） それでは、この件につきま

しても、この程度にとどめておきます。したがいま

して、前回、５月の１２、１３ということでありま

したけど、これはもうなしと、延期するということ

でよろしくお願いをしたいと思います。 

 続きまして、次の４番目です。懇談会の意見交換

会につきましてです。これは２月の２５日の発行議

会だよりにつきまして、意見交換ということで団体

を４月の３日で締め切りについて、募集をしたとこ

ろでございますけども、応募等はございませんでし

た。しかし、この今回の委員会で出ましたコロナ対

策、もうこれは本当に緊急に先取りする形でという

ふうなことに皆さんのお気持ちもということを勘

案しまして、どの場面か、どのタイミングがわかり

ませんけども、やはり観光、それから商業、製造も

含めて、その状況とか、支援策、本当に生きたお金

といいますか、施策というふうなことについて、ま

た一遍商工会等も含めた意見交換会をまた予定を

したいなと思っております。いろんな情報を共有し

ながら、これもいつということはちょっと言えませ

んけども、そういうことも６月定例会には必ず持っ

ていくというふうなことで、ちょっと準備といいま

すか、を進めていきたいと思っておりますけども、

この辺でよろしいでしょうか。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） コロナに関係した対策を打つ

ために、この委員会で何かそういう団体と話をする

ということであれば、６月を待っとったら遅いよう

あるんですけど、もし本当にそういうことを委員会

で団体の方の意見を聞くということであれば。 

○委員長（浅田  徹） ６月議会までにということ。

５月の連休明けがいいのか、とりあえず５月の６日

までが一つの緊急対策等になっておるんですけど

も、どうでしょう、また、この前回、議運のほうで

は５月の７、８ぐらいに臨時会ありましたけども、

それを４月中にも前倒しというふうなこともあっ

たりします。 

○委員（松井 正志） それで、委員長、副委員長に

おいて、環境経済部とか、それから、関係するとこ

ろといったらどこがあるんですかな、政策調整部か

な。そういうところと調整をしていただいて、団体

からの意見の聴取の時期を見計らっていただきた

いと思いますわ。といいますのが、補正予算が恐ら

くまた出てきますんで、それに間に合わせるように、

せっかくやるんであれば、やったらいいと思います

んで。 

○委員（椿野 仁司） 第２弾のいわゆる経済政策と

いうことで、今の経済対策で、臨時議会というのは。 

○委員（松井 正志） 今の５月の１４とか１５とい

う話があるんですけど。 

○委員長（浅田  徹） いやいや、それがちょっと。 

○委員（松井 正志） あるんですけど、あったんで

すけど、さらにそれが早まって４月中にという話も

あるんです。だから、それまでに間に合わそうと思

ったらできないんで、だから、委員長言われたよう

に、５月でいいと思いますけども、時期を失しない

ように注意しといていただきたいなと思いますわ。 
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○委員（椿野 仁司） 委員長ね、さっきちょっとい

ろいろと言った、僕は城崎のことだけしかわからな

いけども。 

○委員長（浅田  徹） ちょっと暫時休憩して。 

午後０時１６分休憩 

──────────────────── 

午後０時２４分再開 

○委員長（浅田  徹） この件については、この程

度にとどめておきたいと思います。 

 その他、今おっしゃってますようなことについて、

その他でございますけども、今のコロナ対策の件、

臨時議会、さらには市独自の対策等につきまして、

言われたとおりだというふうなことで思っており

ます。何かこの際ですけど、その他について、皆さ

んのほうからご発言がありましたらよろしくお願

いしたいと思います。 

○委員（椿野 仁司） 情報の共有というのは大事な

ことなんで、それをどういうところでやっていくか

というとこら辺を、またいろいろとご相談、副議長、

ここ、おんなるで。 

○委員（松井 正志） それは待っとったらあかんと

思いますので、みずから動いたらいいん違いますか。 

○委員（椿野 仁司） じゃあ、動きましょう。動い

てますけど、動きましょう。さらに議会として動く

なら動きましょう。そうしかない。市役所ばっかり

に物を申しとったって始まらへん。 

○委員長（浅田  徹） それでは、特に懇談会の開

催、特にコロナに関しましては、市行政の対策、対

応についての委員会としても独自なやっぱり先回

りをするといいますか、そういうことについても腐

心をしていきたいと考えております。 

 それでは、最後に、ほかにないようでしたら、こ

れで建設経済委員会を閉会したいと思います。よろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（浅田  徹） どうも皆さん、ご苦労さま

でした。どうもありがとうございました。 

午後０時２５分閉会 

──────────────────── 

 


